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は

じ

め

に

近
年
、
中
国
考
古

・
先
秦
史
に
お
け
る
地
域
文
化
研
究

の
進
展
を
受
け
、
趙
国
史
な
い
し
は
趙
文
化
の
研
究
は
に
わ

か
に
活
況
を
呈
し
て

い
る
。

沈
長
雲
等
著

『
趙
国
史
稿
』
や
孫
継
民

・
都
良
真
等
著

『
先
秦
両
漢
趙
文
化
研
究
』
な
ど
の
出
版
は
、
そ
う
し
た
動
向
を
反
映
す
る

も
の
で
あ
る

。

本
稿
は
戦
国
後
期
の
趙
国
政
治
を
復
元
す
る
前
提
と
し
て
、
相
邦

・
守
相
監
造
の
青
銅
兵
器
を
取
り
上
げ
る
。
題
名

の

「監
造
」
と
は
、

製
造

の
監
督
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
、
筆
者
は
戦
国
趙
に
お
い
て
製
造
さ
れ
た
有
銘
青
銅
兵
器
を

一
〇
〇
件
ほ
ど
確
認
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
今
回
取
り

上
げ
る
相
邦

・
守
相
監
造
の
兵
器
は
五
二
件
と
過
半
を
数
え
る
。

そ
も

そ
も
ど
の
よ
う
な
基
準
か
ら
戦
国
趙
に
お
い
て
製
造
さ
れ
た
兵
器

(以
下
、

「趙
国
兵
器
」
と
呼
ぶ
)
と
判
断
す
る
か
、
大
き
な
問

題
で
あ

る
。
出
土
地
点

・
兵
器
の
形
式
や
記
載
さ
れ
た
銘
文
の
形
式

・
文
字
の
形

・
地
名

・
人
名
な
ど
か
ら
総
合
的
に
国
別

・
年
代
を
判
断

す
る
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
考
古
学

・
古
文
字
学
研
究
者
に
よ

っ
て
、
地
道
な
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
前
記
の
よ
う
な
目

下

田

誠

相

邦

・
守

相

監

造

青

銅

兵

器

の

編

年

を

め

ぐ

っ

て

戦
国
後
期
趙
の
政
治
過
程

・
国
際
関
係
の
解
明
の
た
め
に



こ
う

し
た

「新
出
」
資
料
の
公
開
は
、
議
論
百
出
で
あ

っ
た
戦
国
後
期
趙
の
相
邦
建
信
君

・
春
平
侯
監
造
青
銅
兵
器

の
編
年
に
関
す
る
研

究
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
本
資
料
群
は
同
時
期
の
趙
国
政
権
の
意
志
決
定
や
国
際
環
境

へ
の
対
応
を
見
定
め
る
上
で
、
重
要
な
実

物
資
料

で
あ
り
、
次
章
で
は
資
料
の
紹
介
と
研
究
動
向
を
整
理
し
、
私
見
を
述
べ
た

い
。

的
を
持

つ
た
め
、
「趙
国
兵
器
」
と
は
何
か
、
何
を
も

つ
て

「趙
国
兵
器
」
と
す
る
か
と
い
っ
た
議

論
に

つ
い
て
は
必
要

に
応
じ
た
言
及
に
と
ど
め
る
。

さ
て
、
戦
国
青
銅
兵
器
、
と
り
わ
け

本
稿
で
取
り
上
げ
る

趙
国
兵
器
は
三
晋
兵
器
研
究

の

一
部
と

し
て
、
李
学
勤
氏

・

林
巳
奈
夫
氏

・
黄
盛
璋
氏
ら
に
よ

っ
て
基
礎
を
与
え
ら
れ
た

.,。。
九
〇
年
代
後
半
、
新
し
い
動
向
を

ふ
ま
え
、
江
村
治
樹

氏

・
呉
雅
芝
氏
ら
に
よ

っ
て
再
整
理
さ

れ
た
が
、
そ
の
後

(
一

九
九
七
年
以
後
)
も
新
資
料
の
公
開
は
続

い
て
い
る

。

(
1
)
「元
年
」
の
紀
年
を
持

つ
建
信
君
鍍

の
紹
介

(済
南

博
物
館
所
蔵
/
干
中
航
氏
)

(2
)
守
相
信
平
君
銀

の
公
開

(
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
、
東
ア
ジ

ア
物
博
物
館
蔵
/
呉
振
武
氏
)

(3
)
武
裏
君
鍍
の
新
釈

(河
北
省
博
物
館
蔵
/
呉
振
武
氏
)

(4
)
相
邦
司
空
馬
鍍
の
公
開

(保
利

芸
術
博
物
館
所
蔵
/

李
学
勤
氏
)

図1新 公開 の元年建信 君鍍 の拓本 と模本

(『故 宮文物月刊』194、p28)



戦
国
時
代
前
期
～
中
期

(こ
こ
で
は
林
巳
奈
夫
氏
の
基
礎
的
編
年
に
沿

い
、
紀
元
前
四
五
〇
年
頃
～
紀
元
前
二
五
〇
年
)
に
か
け
て
三
晋

諸
国
に
お
い
て
は
、
地
名
の
み
、
あ
る
い
は
A
の
よ
う
に
地
名
+
庫
名

(武
器
庫

の
名
称
)
を
記
し
た
段
階
か
ら
、
B
の
よ
う
に
王

(あ
る

い
は
侯
)

の
何
年
+
県
令
某
の
監
督
+
あ
る
武
器
庫
の
現
場
責
任
者
某
+
実
際

の
製
造
者
某
と
い
っ
た
形
式
、
C
の
よ
う
に
中
央
の
宰
相
で

一

趙

国

兵

器

の

性

格

本
論
に
先
立
ち
、
「相
邦
」
・
「守
相
」
と
は
ど
の
よ
う
な
官
職
で
あ
る
の
か
、
簡
単
に
確
認
し
て
お
く

。

「相
邦
」
と
は
い
わ
ゆ
る
宰

相
の
こ
と
で
、
『
史
記
』
・
『
戦
国
策
』
に
は

「相
」
・
「相
国
」
(相
国
の

「国
」
と
は
、
劉
邦

の

「邦
」
の
字
を
避
け
た
も
の
で
あ
る
)
と

も
記
さ
れ
、
百
官
の
長
と
い
わ
れ
る
。

「相
」
は
、
『
史
記
』
や

『
春
秋
左
氏
伝
』
に
は
春
秋
時
代
以
前
に
も
存
在
し
た
よ
う
に
記
述
さ
れ

て
い
る

の
だ
が
、

一
部
の
例
を
除
き
、
戦
国
中
期
以
降
の
認
識
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

「相

」
・
「相
邦
」
は
世
襲
で
は
な

い
た
め
、
「将
」
・
「将
軍
」
同
様
に
王
権
の
強
化
、
宗
法
制
の
崩
壊
過
程
を
示
す

一
つ
の
証
左
と
さ
れ

る
。
職
務
と
し
て
は

『
筍
子
』
王
覇
篇
に
よ
れ
ば
、
王
の
政
務
を
助
け
る
も
の
と
し
て
、
と
り
わ
け
人
事
権
を
掌
握
す
る
も
の
と
し
て
述
べ

ら
れ
る
。
ま
た
銅
兵
器
銘
文
に
よ
れ
ば
、
手
工
業
機
構
の
監
督
責
任
を
負

っ
て
い
た
こ
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「相

邦
」
を
助
け
る
官
職
と
し
て

「丞
相
」
は
あ
り
、
秦
武
王
二
年
の
二
丞
相
制
は
そ
の
ス
タ
ー
ト
と
さ
れ
る
。
近
年
、
「丞
藺
相
如
」

犬
の
発
見
に
よ
り
、
趙
に
も

「丞
相
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

い
っ
そ
う
明
確
に
な

っ
た

(本
稿
兵
器
番
号
39
番
と
後
引

一
一
頁
の

『戦

国
策
』
趙
策
三
を
参
照
)。

「守
相
」
と
は

『
戦
国
策
』
秦
策
五

「文
信
侯
出
走
し
、
司
空
馬
趙
に
之
き
、
趙
以
て
守
相
と
為
す
」
の
高
誘
注
に

「守
相
、
仮
な
り
」

と
あ
る
よ
う
に
、
相
邦
の
代
理
と
考
え
ら
れ
る
。
『史
記
』
巻
八
十

一
廉
頗
藺
相
如
列
伝
に
は

「仮
相
国
」
と
も
記
さ
れ
、
兵
器
資
料
と
あ

わ
せ
て
考
え
れ
ば
、
守
相
の
言
い
換
え

(別
の
表
現
)
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
守
相
の
職
は

一
過
性
の
側
面
が
あ
り

(資
料
的
に
は
趙
孝

成
王
十
五
年
～
悼
裏
王
九
年
の
間
に
存
在
)、
な
ぜ

こ
の
職
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

っ
た
の
か
、
さ
ら
な
る
追
求
を
要
す

る
。



一
つ
だ
ろ
う

。
最
後
に
趙
国
兵
器
の
大
き
な
特
色
と
し
て
、
銘
文
の
最
後
に
記
さ
れ
る

「執
斎
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
二
文
字
の
意
味

は
長
く

不
明
で
あ

っ
た
が
、
近
年
、
黄
盛
璋
氏
は

「執
斎
」
を

「捷
斉
」
と
読
み
、
兵
器
製
造
技
術
上
の
専
門
用
語
で
、
兵
器
製
造
過
程
を

あ
る
相
邦
が
監
督
者
と
な
る
形
式
、

D
の
よ
う
に
C
に
加
え
て
裏
面
に

「大
工
サ
」
と

い
う
製
造
責
任
者
が

追
加
さ
れ
る
形
式
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

(表

一
参
照
)

。

B
～
D
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
考
古
学
に
お
い
て
は

「物
勒

工
名
」
(物
に
工
名
を
勒

〔キ
ザ
〕
む
)

の

青
銅
器
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
注
意
さ
れ
て
き
た
。

一
般
に
戦
国
時
期
の
富
国
強
兵
の
要
請
に
こ
た
え
、
製

造
責
任
を
明
示
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
紀
元
前
三
四

一
年
か
ら
紀
元
前

三
三
六
年
の
問
に
魏
に
お
い
て
他
国
に
先
行
し
て
、
そ
う
し
た
形
式
は
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
考
え

て
い
る

。
以
下
、
簡
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式

の
具
体
例
を
見
て
み
よ
う
。

A
は
最
も
簡
略
な
形
式
で
、
「甘
丹

(郁
郷
)
上

〔庫
〕
」
【銅
犬
】
(
一
九
五
七
或

い
は

一
九
五
九
年
郡
郵

百
家
村
三
号
戦
国
墓
出
土
、
集
成
　

)
な
ど
の
銘
を
持
ち
、
戦
国
前
期
～
中
期

の
も
の
で
あ
る
。

B

は
主
に
地
方
鋳
造
の
兵
器
で
あ
る
。
「八
年
藪
氏
令
呉
庶
下
庫
工
師
長
武
」
【銅
犬
】
(
内
蒙
古
境
内
出
土
、

集
成
　

)
な
ど
の
銘
を
持
ち
、
地
方
の
県
令
が
監
造
者
と
な

っ
て
い
る
。
現
在

ま
で
の
と
こ
ろ
、
邪

・
攣

・
藺
な
ど
十
数
箇
所
の
地
名

・
県
名
が
確
認
さ
れ
て
い
る

。

C

・
D
は
本
稿
で
取
り
上
げ
る
中
央
製
造
の
兵
器
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
図

一
の
新

公
開
の
元
年
建
信
君

鍍
に
つ
い
て
、
商
承
柞
氏
の
釈
文
に
よ
れ
ば
、
「元
年
相
邦
建
躯
君
邦
右
庫
密
段
工
市

(師
)
呉
疸
殉

(冶
)

店
執
禁

(斎
)
」
(次
章
、
本
稿
兵
器
番
号
1
番
)
と
あ
り
、
相
邦
が
最
上
級
の
監
造
者

と
な

っ
て
い
る
。
こ

れ
は
秦
国
兵
器
と
趙
国
兵
器
に
よ
く
見
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
(皿)。
な
お
、
趙
国
兵
器
に
は

「庫
」
(武
器

の

製
造
工
房
か

つ
管
理
庫
)
名
の
位
置
に

「伐
器
」
の
銘
を
記
す
兵
器
も
多
数
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
に

つ
い
て
は
諸
説
あ
る
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
は
趙
国
後
期

の

一
時
期
に
邦
左

(右
)
庫
と
併
存
し
た
武
器
庫
の

〔表1趙 国兵器の銘文形式〕

A地 名+庫 名

B某 年某令某+(右 ・左 ・上 ・下)庫 工師某+冶 某(+執 斎)

C某 年(相 邦 ・守相)某+邦(右 ・左)庫 工師某+冶 某+執 斎

D某 年(相 邦 ・守相)某+邦(右 ・左)庫 工師某+冶 某+執 斎 【正 】

大エサ某 【背】



(
1
)

元

年

、

相

邦

建

躯

(信

)

君

、

邦

右

庫

繍

、

段

(鍛

)

工
市

(師

)

呉

症

、

冶

屠

執

斎

(鍍

、

済
南

市

博

物

館

蔵

、

図

一
)

(
2
)

三

年

、

相

邦

建

躯

(信

)

君

、

邦

左

庫

工
師

邦

段

、

冶

君
咄

執

斎

(
矛

、

周

金
　

)

(
3

)

三

(
四
)

年

、

相

邦

建

躬

(
信

)

君

、

邦

右

庫

工
市

(師

)

口

口
、

口

口

(
冶

君

)

口
、

口

口

(執

斎

)

(鋏

、

小

校
　

)

(
4
)

三

年

、

相

邦

建

躯

(信

)

君

、

邦

左

庫

工
市

(師

)

口
旅

、

冶

胎

執
斎

【
正

】

洛

都

【
背

】

(鍍

、

故

宮

博

物

院

蔵

、

集

成
　

①
G。
刈
)

(
5
)

一三

(
四

)

年

、

相

邦

建

躯

(
信

)

君

、

邦

右

庫

繍

、

段

工

市

(師

)

呉

症

、

冶

息

執

斎

(鍍

、
陳

夢

家

旧

蔵

、

考

古

研

究

所

蔵

、

集

成

一
。。
・
ご
①
霧

)

(
6

)

四

年

、

相

邦

建

〔信

君
〕

図

図

工
市

(師

)

口

(鍍

、

上
海

博

物

館

蔵

、

集

成
　

)

(
1
)

資
料
の
紹
介

(
a
)
相
邦
建
信
君
監
造
の
兵
器

「執
斎
」
二
文
字
を
も

っ
て
代
表
さ
せ
た
も
の
と
解
釈
し
て
い
る

。

銘
文
形
式
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
に

「王
立
事
」
形
式
も
あ
る

。

「立
事
」
と
は
政
務
を
執
る
こ
と
で
、
王
が
政
治

に
あ
た
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
た
と
え
ば
従
来
著
録
未
見
の

「王
立
事
相
邦
春
平
侯
邦
左
庫
工
師
趙
痒
冶
サ
胎
執
斎
」
(故
宮
博
物
院
蔵
、
集
成
　

)

な
ど
の
形
式
で
、
次
章
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
本
器
に
は
紀
年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「春
平
侯
」
・
「趙
痒
」
と
い

っ
た
人
名
の
連
続
か

ら
時
代

の
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
次
章
で
は
実
際
に
C

・
D
形
式

の
兵
器
銘
文
を
整
理

・
紹
介
し
、
筆
者

の
考
察
の
前
提
と
し
た
い
。

二

相

邦

建

信

君

・
相

邦

春

平

侯

・
守

相

監

造

兵

器

の

編

年



(
14
)

元

年

、

相

邦

里

(春

)

平

疾

(
侯

)
、

邦

右

庫

工

市

(師

)
肖

(趙

)

痒

、

冶

事

開

執

斎

(矛

、

上

海

博

物

館

蔵

、

周

金
　

)

(
15
)

元
年

、

相

邦

里

(
春

)

平

侯

、

邦

図

(
鍍

、

小

校
　

)

(
16
)

二
年

、

相

邦

毫

(
春

)

平

侯

、

邦

右

庫

工

市

(師

)

口

、

口

(冶

)

口
執

斎

(
矛

、

小

校
　

)

(
17
)

二

年

、

相

邦

里

(
春

)

平

疾

(
侯

)
、

邦

左

庫

工
市

(師

)

肖

(趙

)

痒

、

冶

事

開

執

斎

(鍍

、

故

宮

博

物

院

蔵

、

周

金
　

)

(
18
)

三

年

、

相

邦

里

(
春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

左

庫

工
市

(師

)

肖

(
趙

)

痒

、

冶

事

開

執

斎

(
鍍

、

上

海

博

物

館

蔵

、

小
校
　

・

ω
)

(
b
)
相
邦
春
平
侯
監
造

の
兵
器

(
7
)

八
年

、
相

邦

建

躬

(信

)

君

、

邦

左

庫

工

市

(
師

)

邦

段

、

冶

君

(
尹
)

明

執
斎

(
鍍

、

羅

振

玉

旧
蔵

、

三

代
　

)

(
8
)

八
年

、

相

邦

建

躯

(
信

)

君

、

邦

左

庫

工

市

(師

)

邦

段

、

冶

君

(
尹
)

色

執
斎

(
剣

、

羅

振

玉

旧
蔵

、

旅

順
博

物

館

蔵

、

三

代

N
O

　
)

(
9
)

八

年

、

相

邦

建

躯

(信

)

君

、

邦

左

庫

工
市

(師

)

邦

段

、

冶

君

(
尹
)

色
執

斎

(
剣

、

旅

順

博

物

館

蔵

、

小
校
　

)

(
10
)

八

年

、

相

邦

建

躯

(信

)

君

、

邦

左

庫

工
市

(師

)

邦

段

、

冶

君

(
尹
)

匠
執

斎

(
銀

、

鯨

杭

楮

旧
蔵

、

故

宮

博

物

院

蔵

、

周

金

①
・

　
)

(
11
)

八
年

、

相

邦

建

躯

(信

)

君

、

邦

左

庫

工
市

(師

)

邦

段

、

冶

君

(
尹
)

琶

執

斎

【
正

】

大

攻

君

(
尹
)

韓

山而

【
背

】

(剣

、

旅

順

博

物

館

蔵

、

小
校
　

)

(
12
)

八

年

、

相

邦

〔建

躬

君

〕
、

口

口

(
邦

左

)

庫

工

市

(師

)

口

(
邦

降

)
、

冶

君

(
尹
)

口

執

斎

(
鍍

、

上

海

博

物

館

蔵

、

周

金

①
補

遺

)

(
13
)

八

年

、

相

邦

建

躯

(信

)

君

、

邦

右

庫

工
市

(師

)

肖

(趙

)

渾

、

冶

君

(
尹
)

執

斎

(
矛

、

小

校

さ

・
朗

・
ω
)



(
19
)

一三

(
四
)

年

、
宅

(春

)

平

相

邦

都

尋

(得

)
、

邦

右

庫

工
市

(師

)

置

轄

徒

、

冶

臣

成

執

斎

(鍍

、

貞

松

一
ト。
・
旨

・
一
)

(
20
)

↓三

(
四

)

年

、

相

邦

ロ
モ

(
春

)

平

疾

(
侯

)
、

邦

左

庫

工
市

(師

)

長

身

、

冶

萄

(陶

)

口
執

斎

【
正

】

大

攻

(
工

)

君

(
尹
)

肖

(
趙

)

間

【
背

】

(
鍍

、

一
〇
ざ

年

遼

寧

省

荘

河

県

雲

花

郷

出

土

、

考

古

一
〇
記

よ

、
葛

①
一
)

(
21
)

三

(
四
)

年

、

相

邦

毫

(春

)

平

灰

(侯

)
、

邦

左
庫

工

市

(師

)

長
身

、

冶

君

(
尹
)

口

執

斎

(鍍

、

一
Φ
。。
ω
・
お

・。
幽
年

山

西
省

朔

県

趙

家

口
収

購

、

考

古

与

文
物

お
・。
O
-
ω
、

鳥

○
)

(
22
)

八

年

、

相

邦

里

(春

)

平

疾

(
侯

)
、

邦

右

庫

工

市

(
師

)

肖

(趙

)

口
、

冶

口

口

執
斎

(
矛

、

小

校

一
〇
・
朗

・
卜。
)

(
23
)

五

年

、

[モ

(
春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

左

伐

器

工

市

(
師

)

長

輩

、

冶

私

執

斎

(
矛

、

上

海

博

物

館

蔵

、

周

金

?

。。
O
・
ω
)

(
24
)

五

年

、

里

(
春

)

平

疾

(侯

)

図

伐

器

工

市

(師

)

口

口
冶

口
口

(剣

、

清

華

大

学

図

書

館

蔵

、

集

成

一
…

=
①
露

)

(
25
)

十

五

年

、

相

邦

里

(春

)

平

疾

(
侯

)
、

邦

左

伐

器

工

市

(師

)

長

蓬

、

冶

旬

執
斎

(
鍍

、

上

海

博

物

館

蔵

、

録

遺

①
O
O
)

(
26

)
十

五
年

、

相

邦

早

(春

)
平

疾

(
侯

)
、

邦

右

伐

[器

]

工
市

(師

)

口

口

、
冶

叛

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)
韓

嵩

【
背

】

(剣

、

羅

振

玉

旧
蔵

、

貞

松

匿

・
器

・
一幽

)

(
27

)

十

七

年

、

相

邦

早

(春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

左

伐

器

工

市

(師

)

長

藍

、

冶

匠
執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)

韓

山而

【
背

】

(鍍

、

上

海

博

物

館

蔵

、

集

成

一
・。
・
一
一
ご

ω
)

(
28
)

十

七

年

、

相

邦

里

(春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

左

伐

器

工

市

(師

)

長

藍

、

冶

匠
執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)

韓

山而

【
背

】

(剣

、

中

国

国

家

博

物

館

蔵

、
集

成

一
・。
・
=
ゴ

①
)

(
29

)

十

七

年

、

相

邦

里

(春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

左

伐

器

工

市

(師

)

長

雀

、

冶

旬

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)

韓

嵩

【
背

】

(剣

、

上

海

博

物

館

蔵

、

集

成

一
…

ご
ご

鼻
)

(
30

)

十

七

年

、

相

邦

里

(春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

右

伐

器

工

市

(師

)

箔

酊

、

冶

口
執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)

韓

山而

【
背

】

(鍍

、

上

海

博

物

館

蔵

、

集

成

一
・。
・
一
旨

扇

)

(
31

)

十

七

年

、

相

邦

里

(春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

左

伐

器

工

市

(師

)

長

笙

、

冶

状

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)

韓

山而

【
背

】



(
39
)
廿
年
、
丞
関

(藺
)
相
女

(如
)
、
邦
左
工
市

(師
)
趙
唐
智
、
冶
陽
。
(犬
、
お
。。
一
年
①
月
吉
林
省
長
白
朝
鮮

族
自
治
県
八
道
溝
鎮

胡
藍
套
村
出
土
、
吉
林
省
長
白
朝
鮮
族
自
治
県
文
物
管
理
所
蔵
、
文
物
　

)

(40
)
廿
三
年
、
邦
相
郎
皮
、
右
庫
工
市

(師
)
吏
堂
沢
執
斎

(犬
、
　

年
代
山
西
省
離
石
県
徴
集
、
山
西
省
博
物
館
蔵
、
文
物
季
刊
お

　
)

(
41
)

廿

九

年

、

相

邦

肖

(趙

)

狗

(
豹

)
、

邦

左
庫

工

市

(師

)

郭

口
、

冶

匝

口
執
斎

(
犬

、

天

津

歴

史

博

物

館

蔵

、
貞

松
　

。
、

徐

中

野

先

生

百

年

誕

辰

紀

念

文
集
　

)

(
c
)
そ
の
他
の
相
邦
監
造
兵
器

(
鈹
、

故

宮

博

物

院

蔵

、

集

成
　

)

(
32
)

十

七

年

、

相

邦

早

(
春

)
平

疾

(侯

)
、
邦

左

伐

器

工

市

(師

)
長

墓

、

状

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
歩

)
韓

山而

【
背

】

(
鈹
、

故

宮

博

物

院

蔵

、

小
校
　

)

(
33
)

十

七

年

、

相

邦

里

(
春

)

平

疾

(
侯

)
、

邦

右

伐

器

工
市

(
師

)

笏

酷

、

冶

口

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工

)

君

(
尹
)

韓

山而

【
背

】

(
鈹
、

カ
ナ

ダ

、

ロ
イ

ヤ

ル

・
オ

ン
タ

リ

オ

博

物

館

蔵

、
考

古
　

)

(
34
)

十

七

年

、

相

邦

早

(
春

)

平

疾

(
侯

)
、

邦

右

伐

器

工
市

(師

)

笛

酷

、

冶

口

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工

)

君

(
尹
)

韓

山而

【
背

】

(
鈹
、

イ

ギ

リ

ス
、

大

英

博

物

館

蔵

、

名

大

東

洋

史

研
究

報

告

旨

、
　

)

(
35
)

十

七

年

、

相

邦

里

(春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

左

伐

器

工
市

(師

)

長
藍

、

冶

匠

執

斎

(
鈹
、

上

海

博

物

館

蔵

、

集

成
　

)

(
36
)

十

七

年

、

相

邦

早

(春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

左

伐

器

工
市

(師

)

口

口

口

口

、

冶

匠

執

斎

(剣

、

故

宮

博

物

院

蔵

、

録

遺
　

)

(
37
)

十

七

年

、

相

邦

里

(春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

左

器

工
市

(師

)

口

口

口

、

冶

匠

斎

(
鈹
、

集

成
　

)

(
38
)

十

七

年

、

相

邦

里

(春

)

平

疾

(侯

)
、

邦

左

庫

工
市

(師

)

長

墓

、

冶

旬

執

斎

(矛

、

旅

順

博

物

館

蔵

、

三

代
　

)



(
46
)

十

五

年

、

守

相

杢

波

、

邦

右

庫

工

市

(師

)

韓

市

(師

)
、

冶

巡

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工

)

君

(
尹
)

公

孫

檸

【
背

】

(
鈹
、

三

代
　

)

(
47
)

十

五

年

、

守

相

杢

波

、

邦

左

庫

工

市

(師

)

采

陽

、

冶

旬

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)

公

孫

俘

【
背

】

(
鈹
、
　

年

河

北

省

承

徳

市

出

土

、

河

北

省

博

物

館

蔵

、

河

北

一
　
)

(
48
)

口

口

〔
年

〕
、

守

相

杢

波

、

邦

右

〔庫

工

(
市

)

師

〕

慶

狂

、

冶

巡

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)

公

孫

檸

【
背

】

(銀

、

旅

順

博

物

館

蔵

、

三
代
　

)

(
49
)

十

五

年

、

守

相

杢

波

、

邦

右

庫

工
市

(
師

)

韓

市

(
師

)
、

冶

巡
執

斎

【
正

】

大

攻

(
エ

)

君

(
尹
)

韓

山而

【
背

】

(
剣

、

中

国

国

家

博

物

館

蔵

、

集

成
　

)

(
50
)

十

六

年

、

守

相

躯

(
信

)

平

君

、

邦

右

庫

工
市

(
師

)

韓

伏

、

冶

明

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)

韓

山而

【
背

】

(
鈹
、

ス

(
d
)
守
相
監
造
の
兵
器

(
42
)

十

(
七

)

年

、

相

邦

陽

安

君

、

邦

右

庫

工

市

(
師

)

吏

築

胡

、

冶

吏

庖

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)

口

口

【
背

】

(
鈹
、

一

㊤
ミ

年

吉

林

省

集

安

県

陽

盆

郷
高

台

子

出

土

、

集

安

県

文
物

保
管

所

蔵

、

考

古

お
。。
N
よ

、

9

①
①
)

(
43
)

十

八

年

、

相

邦

平

国

君

、

邦

右

伐

器

、

段

工

雨

(
師

)

呉

症

、

冶

痕

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工

)

君

(
尹
)

趙

解

【
背

】

(
鈹
、

カ

ナ

ダ

、

ロ
イ

ヤ

ル

・
オ

ン

タ

リ

オ
博

物

館

蔵

、

考

古
　

)

(
44
)

十

八

年

、

相

邦

平

国

君

、

邦

左

伐

器

工
市

(
師

)

析

謡

、

冶

口

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工

)

君

(
尹
)

趙

解

【
背

】

(
剣

、

易

水

金

石
志

[稿

本

]
、

考

古
　

)

(
45
)

六

年

、

相

邦

司

工

(空

)

馬

、

左

庫

工

市

(師

)

申

舵

、

冶

君

(
タ

)

明

所

為

、

綬

(綬

)

事

笛

高
執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)

降

駒

【
背

】

(
鈹
、

保

利

芸

術

博

物

館

蔵

、

保

利

蔵

金
　

)



C

・
D
形
式
の
銅
兵
器

の
編
年
に
関
す
る
議
論
は
大
変
込
み
入

っ
て
い
る
た
め
、
先
に
大
づ
か
み
に
問
題
の
所
在
を
述
べ
て
お
こ
う
。

表
二
は
相
邦
建
信
君

・
春
平
侯
監
造
兵
器

の
編
年
諸
説
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

。

〔黄
盛
璋

一
九
七
四
〕

の
提
出
以
後
、
管
見
の
限

り
、
大
き
く
五
つ
の
編
年
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
最
有
力
は
依
然
、
⑧
の
黄
氏
の
見
解
で
あ
ろ
う
郵
。
楊
寛

『戦
国
史

(増
訂

本
)』
・
『
戦
国
史
料
編
年
輯
証
』
や
前
掲
『
趙
国
史
稿
』
と
い
っ
た
歴
史
学
者

の
研
究
に
も
黄
氏
の
編
年
案
は
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

。

そ
の
中
心
は

(
a
)
相
邦
建
信
君
監
造
兵
器
の
一
三
件
、
(b
)
相
邦
春
平
侯
監
造
兵
器
二
五
件
を
ど
の
王
の
時
代
に
か
け
る
か

(趙
孝

成
王

・
悼
裏
王

・
幽
膠
王
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
は
文
献

の
記
載
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
)
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
相
邦
は

こ
の
時
代
、

一
般
に

一
時
期

一
名
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
建
信
君

・
春
平
侯
ど
ち
ら
が
先
に
担
当
し
た
の
か
、
も
し
く
は
同
時
に
二
名
担

当
し
て
い
た
の
か
、
諸
説
紛
々
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
、

(
c
)
そ
の
他
の
相
邦
監
造
兵
器
や

(d
)
守

相
監
造
兵
器
か
ら
、

人
名
の
連
続
関
係
な
ど
を
参
照
し
て
、
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
が
、
近
代
の
偽
刻
で
あ
り
、
古
文
字
学
者
の
問
で
も
一
致
し
て
い
な
い
。
趙
国
兵
器
は

一
般
に
線

の
細

い
刻

銘
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
鋳

・
刻

の
特
徴
や
銘
文
形
式
な
ど
か
ら
、
印
刷
状
態
も
必
ず
し
も
よ
い
と
は
い
え
な
い
拓
本
を
頼
り
に
、
真
偽
問

題
に
取
り
組
む
。
真
偽
の
鑑
定
は
大
変
な
経
験
と
労
力

・
セ
ン
ス
を
問
わ
れ
る
作
業
で
あ
る
。
図
録
な
ど
に
は

「某
某
博
物
館
蔵
」
と
あ
る

(
2
)

相
邦
建
信
君

・
春
平
侯
監
造
兵
器
に
関
す
る
諸
説
の
検
討

ウ

エ
ー

デ

ン
、

東

ア

ジ

ア

博

物

館

蔵

、

小

校
　

)

(
51
)

口

口

〔
年

〕
守

相

躯

(信

)
平

君

、

邦

〔
右

庫

工

市

(
師

)
〕

韓

伏

、

冶

謡

執

斎

【
正

】

大

攻

(
工
)

君

(
尹
)
韓

器

【
背

】

(
鈹
、

旅

順

博

物

館

蔵

、

三

代
　
　

)

(
52
)

口

口

〔
年

、

守

〕

相

〔
武

〕

裏

君

、

邦

右

庫

〔繕

、

段

工
市

(師

)

呉

〕

症

、

冶

痘

執

〔斎

〕

(
鈹
、
1
9
6
0年

河

北

易

県

燕

下

都

東

古

城

、

河

北
　

)



る
点

で

あ

る

(表

二

参

照

)
。

ま

ず

建

信

君

監

造

兵

器

の

編

年

か

ら

取

り
上

げ

る

と

、

黄

氏

は

(
2
)
・
(
3
)
の
三

年

或

い
は

四

年

建

信

君

兵

器

と

(
7
)
～

(
9
)
・
(
11
)

～

(
13
)

の
六

件

の
八

年

建

信

君

兵

器

を

整

理

し

た
。

そ

の
上

で

、

『
戦

国
策

』
巻

二

十

趙

策

三

に
、

黄
氏
の
編
年
の
特
徴
は
三

(四
)
年

・
八
年

の
紀
年
を

持

つ
建
信
君
監
造
兵
器
を
孝
成
王
の
三

(四
)
年

・
八
年

と
考
え
、
十
五

・
十
七
年

の
紀
年
を
持

つ
春
平
侯
監
造
兵

器
を
孝
成
王
の
十
五

・
十
七
年
、
元
～
八
年
の
紀
年
を
持

つ
春
平
侯
監
造
兵
器
を
次

の
悼
裏
王

の
元
～
八
年
と
考
え

①

黄
盛
璋
氏
の
相
邦
建
信
君
監
造
兵
器
に

関
す
る
編
年

が
、
実
際
に
モ
ノ
を
見
る
た
め
に
は
、

い
ろ
い
ろ
な
障
壁

も
あ
る
。
実
物
を
実
見
す
る
こ
と
す
ら
か
な
わ
な
い
と

い

う
点
は
、
所
蔵
館
の
担
当
者
以
外
に
お

い
て
、
条
件
は
同

じ
で
あ
る
。

編
年

の
方
法
は
、
通
常
、
器
形

の
特
徴
と
銘
文
の
字
体

・
形
式
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
銘
文
に
紀
年

の
あ
る
場
合
は

時
代

の
特
定
に
役
立

つ
。
し
か
し

一
般
に
王
名
を
記
さ
な

い
こ
と
か
ら
、
ど
の
王
の
何
年
な

の
か
、
既
存
文
献
の
記

載
や
周
辺
情
報
を
頼
り
に
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。

〔表2相 邦建信君 ・春 平侯監造兵器 の編年案〕

谷

δ

ooo

〔黄盛 璋1974〕

説

3(4)・8年 建信君兵器=孝 成王3(4)・8年

15・17年 春平侯兵器=孝 成王15・17年

元～8年 春平侯兵器=悼 嚢 王元年 ～8年

賛 同 〔許 進 雄1993〕 ・〔陶正 剛2001〕 ・〔楊 寛2001〕 ・〔何 琳 儀2002〕

〔張談1983〕 説 3・4・8年 建信 君=悼 嚢 王3・4・8年

元～8年 春平侯兵器=王 遷 元年 ～8年

15・17年 春平侯兵器=偽 器

賛同 〔呉雅芝1997〕

〔高 明1987〕 説 元～17年 春平侯 兵器=孝 成王元～17年

3・8年 建信君兵器=悼 裏王3・8年

類 説 〔林 清 源1995〕 ・〔蘇 輝2002〕

〔李学 勤1982・

1998・1999〕 説

〔呉振 武1997・

2000・2001〕 〔董

珊2004〕 説

(15)・17年 春 平 侯 兵 器=孝 成 王15・17年

元 ～8年 春 平 侯 兵 器=悼 嚢 王 元 ～8年

元 ・3・4・8年 建 信 君 兵器=悼 裏 王 元 ・3・4・8年

(15)・17年 春 平 侯 兵 器=孝 成 王15・17年

元 ・3・4・8年 建 信 君 兵 器=悼 裏 王 元 ・3・4・8年

元 ～5年 春 平 侯 兵 器=王 遷 元 年 ～5年

※ 呉 振 武 氏 は(2)(8)(9)(ll)(13)の 建 信 君 兵器 、(14)(23)(24)(25)(28:

(36)(37)(38)の 春 平侯 兵 器 、(49)の 守 相 兵 器 を 近 代 の 偽 刻 とす る。



こ
の
⑧
説
に
異
論
を
提
出
し
た
の
は
、
張
瑛
氏
で
あ
る
(a
v。
張
氏
は
建
信
君

・
春
申
君

・
文
信
君
を
同
時
期
と
す
る
顧
観
光

『
国
策
編
年
』

の
説
に
よ
り
、
黄
氏
の
説
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
。
そ
も
そ
も
先
に
引
用
し
た
呂
不
章
列
伝
に
よ
れ
ば
、
呂
不
章
の
丞
相
就
任
は
荘
裏
王
の
元

年
、
孝
成
王
の
十
七
年
で
あ

っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
相
国
呂
不
章
と
対
等
に
応
ず
る
建
信
君
の
相
国
就
任
は
早
く

て
孝
成
王
の
十
八
年

で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
論
を
展
開
し
、
張
氏
は
三
年

・
四
年

・
八
年

の
建
信
君
兵
器
を
悼
裏
王
三

・
四

・
八
年

(前

二
四
二
/
前
二
四

一

②

張
瑛
氏
の
建
信
君
兵
器
に
関
す
る
編
年

希
写
見
建
信
君
。
建
信
君
日
、
文
信
侯
之
於
僕
也
、
甚
無
礼
。
秦
使
人
来
仕
、
僕
官
之
丞
相
、
爵
五
大
夫
。
文
信
侯
之
於
僕
也
、
甚
　
、

其
無
礼
也
。

希
写
、
建
信
君
に
見
ゆ
。
建
信
君
日
く
、
「文
信
侯
の
僕
に
於
け
る
や
、
甚
だ
礼
無
し
。
秦
、
人
を
し
て
来
た
り
て
仕
え
使
む
る
や
、

僕

、
之
を
丞
相
に
官
し
、
五
大
夫
に
爵
す
。
文
信
侯
の
僕
に
於
け
る
や
、
甚
だ
し
い
か
な
、
其
の
礼
無
き
や
」
と
。

と
あ
る

の
を
根
拠
に
、
建
信
君
は
文
信
侯
呂
不
章
と
時
期
を
同
じ
く
し
、
『
史
記
』
巻
八
十
五
呂
不
章
列
伝
に

「荘
裏

王
元
年
、
呂
不
章
を

以
て
丞
相
と
為
し
、
封
じ
て
文
信
侯
と
為
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
荘
裏
王
の
元
年
は
孝
成
王
の
十
七
年
で
あ
り
、
三

(四
)
年

・
八
年
の

建
信
君
兵
器
は
孝
成
王
の
三

(四
)
年

(前
二
六
三
或
い
は
前

二
六
二
)
・
八
年

(前
二
五
八
)
と
し
た
の
で
あ
る
。
『
戦
国
策
』
巻
十
八

趙
策

一
に
は
、

「建
信

・
春
申
」
と
並
列
さ
れ
、
楚
の
春
申
君
は

『史
記
』
巻
七
十
八
春
申
君
列
伝
に

「考
烈
王
元
年

、
黄
敦

を
以
て
相
と

為
し
、

封
じ
て
春
申
君
と
為
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
楚
の
考
烈
王
元
年

(前
二
六
二
)
は
趙
の
孝
成
王
四
年
で
、
建
信
君
兵
器
を
孝
成
王

期
と
す

る
傍
証
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
平
勢
隆
郎
氏
に
よ
る

『新
編
史
記
東
周
年
表
』
に
よ
れ
ば
、
同
史
料
を
前
二
五
〇
年

(楚
考
烈
王

十
二
年

・
趙
孝
成
王
十
六
年
)
に
か
け
て
い
る
(⑳)。



侶
后
者
、
郁
郷
之
侶
、
趙
悼
裏
王
之
后
也
。
前
嫁
而
乱

一
宗
之
族
、
既
寡
。
悼
裏
王
以
其
美
而
取
之
。
(中
略
)
初
悼
裏
王
后
、
生
子

と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
史
料
が

『
史
記
』
巻
四
十
三
趙
世
家
に
見
え
る
。
そ
こ
で
は

「春
平
侯
」
が

「春
平
君
」
と
、

「世
鈎
」
が

「泄
鈎
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
な
違
い
は
な

い
。
司
馬
遷
は
こ
の
史
料
を
悼
裏
王
の
二
年

(前
二
四
三
)
に
か
け
た
。
斐
駅
の

『
集
解
』
は
徐

広
の
言
葉
を
載
せ
、
「年
表
云
う
、
太
子
質
の
秦
よ
り
帰
る
」
と
い
い
、
張
守
節

の

『
正
義
』
は
、
「按
ず
る
に
、
太

子
は
即
ち
春
平
君
」

と
い
う
。
そ
う
す
る
と
、
春
平
侯
は
悼
裏
王
の
太
子
と
な
る
が
、
劉
向
撰
の

『古
列
女
伝
』
巻
七
攣
嬰
伝
十
五
趙
悼
侶

后
に
、

秦
召
春
平
侯
、
因
留
之
。
世
鈎
為
之
謂
文
信
侯
日
、
「春
平
侯
者
、
趙
王
之
所
甚
愛
也
。

(中
略
)
故
君
不
如
遣
春
平
侯
而
留
平
都
侯
。

春
平
侯
者
言
行
於
趙
王
。
必
厚
割
趙
以
事
君
、
而
瞭
平
都
侯
。

秦
、
春
平
侯
を
召
し
、
因
り
て
之
を
留
む
。
世
鈎
之
が
為
に
文
信
侯
に
謂

い
て
曰
く
、
「春
平
侯
は
、
趙
王
の
甚
だ
之
を
愛
す
る
所
な

り
。

(中
略
)
故
に
君
、
春
平
侯
を
遣
わ
し
て
平
都
侯
を
留
む
る
に
如
か
ず
。
春
平
侯
は
、
言
、
趙
王
に
行
わ
る
。
必
ず
厚
く
趙
を
割

い
て
以
て
君
に
事
え
て
、
平
都
侯
を
瞭
わ
ん
」
と
。

一
方

、
相

邦

春

平

侯

監
造

兵

器

に

つ
い

て

は
、
黄

氏

は

(
14
)
(
15
)
の

元

年

、

(
16
)
(
17
)
の
二

年

、

(
18
)
の
三

年

、

(
19
)
(
20
)
の
四

年

、

(
23
)

の

五

年

(或

い
は

十

五

年

)
、

(
25
)
(
26
)
の
十

五

年

、

(
27
)
～

(
30

)
・
(
35
)
～

(
38
)
の

八
件

の
十

七

年

兵

器

を

紹

介

し

て

い

る
。

『
戦

国

策

』

巻

二

十

一
趙

策

四

に

、

③

黄
盛
璋
氏
の
相
邦
春
平
侯
監
造
兵
器
に
関
す
る
編
年

/
前
二
三
七
)
と
判
断
し
た
。



さ
て
、
こ
の
考
え
に
つ
い
て
も
、
張
瑛
氏
は
反
論
を
加
え
た

。
張
氏
は
前
引
の

『集
解
』
・
『
正
義
』
に
よ
り
、
孝
成
王
十
五
年
に
相

邦
を
担
当
し
て
い
た
者
が
、
ど
う
し
て
孝
成
王
の
子
の
悼
裏
王
の
時
に

「太
子
」
と
し
て
秦

へ
人
質
に
送
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
、
と
疑

問
を
呈
す
る
。
そ
し
て
前
述
の
建
信
君
兵
器
の
編
年
と

『
列
女
伝
』
の
記
載
か
ら
、
元
年
～
八
年
相
邦
春
平
侯
の
兵
器
を
王
遷

(幽
膠
王
)

の
元
年
～
八
年

(前
二
三
五
～
前
二
二
八
)
に
位
置
づ
け
た
。
春
平
侯
は
悼
裏
王
元
年
に
秦

へ
人
質
と
な

っ
て
い
た
の
だ
と
す
る
と
、
確
か

に
悼
裏

王
元
年
と
二
年
の
春
平
侯
監
造
兵
器
が
あ
る
こ
と
は
、
や
や
奇
怪
な
感
じ
も
す
る
。
王
遷
期
に
位
置
づ
け
る
と

ス
ム
ー
ズ
に
い
く
こ

と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
情
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
呉
雅
芝
氏
も
所
説
を
再
検
討
す
る
中
で
、
張
談
説
を
採
用
す
る
に
至

っ
て
い
る

。

④

張
瑛
氏
の
春
平
侯
兵
器
に
関
す
る
編
年

と
あ
り
、
悼
裏
王
の
太
子
は
嘉
と
見
え
、
後
に
侶
后
を
嬰

っ
て
遷
を
生
み
、
彼
を
太
子
に
立
て
た
と
い
う
。
こ
れ
は
春
平
侯
と
は

一
致
し
な

い
よ
う

で
、
楊
寛
氏
も

「太
子
」
は

「公
子
」
の
誤
り
で
な
い
か
、
と
す
る
。
本
諦
を
ど
こ
ま
で
史
実
と
し
て
信
頼
す

る
か
、
と

い
う
問
題

も
あ
る

の
だ
が
、
以
上

の
史
料
に
よ
り
、
黄
氏
は
三
つ
の
可
能
性
を
提
示
し
、
第
三
説

つ
ま
り
十
五
年

・
十
七
年
の
春
平
侯
兵
器
を
孝
成
王

期

(前

二
五

一
/
前
二
四
九
)、
元
年
～
八
年
の
春
平
侯
兵
器
を
悼
裏
王
の
元
年
～
八
年

(前
二
四
四
～
前
二
三
七
)
と
判
断
し
た

。

嘉
為
太
子
。
侶
后
既
入
為
姫
、
生
子
遷
。
(中
略
)
王
遂
廃
嘉
而
立
遷
、
黙
后
而
立
侶
姫
為
后
。
及
悼
褻
王
亮
、
遷
立
、
是
為
幽
聞
王
。

侶
后
淫
侠
不
正
、
通
干
春
平
君
。

侶
后
な
る
は
、
郁
郵
の
侶
に
し
て
、
趙
の
悼
裏
王
の
后
な
り
。
前
に
嫁
し
て

↓
宗
の
族
を
乱
し
て
、
既
に
寡
た
り
。
悼
裏
王
、
其

の
美

を
以
て
之
を
取
る
。

(中
略
)
初
め
悼
裏
王
の
后
、
子
の
嘉
を
生
み
て
太
子
と
為
す
。
侶
后
既
に
入
り
て
姫
と
為

る
や
、
子
の
遷
を
生

む
。
(中
略
)
王
遂
に
嘉
を
廃
し
て
遷
を
立
て
、
后
を
瓢
け
て
侶
姫
を
立
て
て
后
と
為
す
。
悼
裏
王
莞
ず
る
に
及
び
、
遷
立
ち
、
是
れ

幽
関
王
と
為
る
。
侶
后
淫
侠
に
し
て
正
し
か
ら
ず
、
春
平
君
に
通
ず
。



次
に
高
明
氏
の
見
解
、
o
説
を
見
て
お
こ
う

。
高
氏
も
張
瑛
氏
と
同
じ
く
、
建
信
君
が
孝
成
王
三
年

・
八
年
に
相
邦

に
就

い
た
場
合

の
、

呂
不
章

の
相
邦
就
任
時
期
と
の
ズ
レ
を
問
題
と
す
る
。
高
明
氏
は
前
述

の
諸
般
の
問
題
を
乗
り
越
え
る
第
四
の
説
と
し
て
、
元
年
～
十
七
年

春
平
侯

兵
器
を
す
べ
て
孝
成
王
期
に
位
置
づ
け
た
。
台
湾
の
林
清
源
氏
の
編
年
観
も
高
明
氏
の
も
の
に
類
似
す
る
よ
う
で
あ
る

。
ま
た
近

⑥

高
明
氏
の
見
解

そ
の
後
、
黄
盛
璋
氏
は
カ
ナ
ダ
、
ト

ロ
ン
ト
市
の
ロ
イ
ヤ
ル

・
オ
ン
タ
リ
オ
博
物
館
所
蔵
の
二
件
の
兵
器

(本
稿
33

・
43
番
兵
器
)
を
紹

介
す
る
に
際
し
て
、
張
瑛
氏
の
偽
刻
説
に
反
論
を
行

っ
た

。
前
引

の
春
平
侯
に
関
す
る
史
料
は
必
ず
し
も
悼
裏
王
二
年
以
前
に
相
邦
に
な

っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
史
料
と
は
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
上
海
博
物
館
所
蔵
の
銅
鍍

(本
稿
18

・
25

・
27

・
29

・
30

・
35
番
兵

器
)
を
黄
氏
が
実
際
に
鑑
定
し
た
と
こ
ろ
、
あ
ら
た
め
て
真
器
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
、
と
い
う
点
が
主
な
反
論
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ

ら
の
兵
器
は
、

一
般
の
研
究
者
は
実
見
す
ら
か
な
わ
ず
、
真
偽
の
断
定
は
極
め
て
困
難
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑤

黄
盛
璋
氏
の
張
瑛
氏
に
対
す
る
反
論

た
だ
、
平
勢
年
表
に
よ
れ
ば
王
遷
は
七
年
ま
で
と
な

っ
て
い
て
、
八
年
兵
器
は
行
き
場
を
失

っ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。

張
談
氏
の
研
究
の
特
徴
は
、
十
五
年

・
十
七
年
春
平
侯
監
造
兵
器
を
偽
刻
と
考
え
る
点
で
あ
る
。
建
信
君

・
春
平
侯
兵
器
に
偽
刻
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
論
者
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
黄
氏
も
後
に
見
る
呉
振
武
氏
も
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

。
張

氏
は
、

「左

(右
)
伐
」
の
庫
名
が
従
来
見
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
黄
氏

の
旧
説
に

「伐
」
を

「校
」
と
読
ん
で
、
司
憲

の
下
級
の
属
官
と
す

る
考
え

の
問
題
な
ど
を
理
由
に
、
同
兵
器
群
の
偽
刻
の
可
能
性
を
疑
う
。
と
は
い
え
、
張
氏
自
身
も
い
う
よ
う
に
、
偽
刻
の
断
定
は
器
形

・

銘
文

・
さ
び
色
な
ど
多
方
面
か
ら
総
合
的
に
な
さ
れ
る
も
の
で
、
張
氏
の
疑
問
は
あ
く
ま
で
銘
文
形
式
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。



い
た
。

ま
た
十
五
年
相
邦
春
平
侯
剣

(本
稿
26
番
)
・
十
七
年
相
邦
春
平
侯
鍍

(本
稿
32
番
)
を
そ
れ
ぞ
れ
孝
成
王
の
十
五
年

・
十
七
年
と

し
、
春
平
侯
は
孝
成
王

・
悼
裏
王
期
の
人
と
し
て
い
た

。

そ
の
後
、
江
村
治
樹
氏
に
よ
る
大
英
博
物
館
所
蔵
十
七
年
相
邦
春
平
侯
鍍

(本
稿

34
番
、
図
二
①
)
の
紹
介
を
受
け

、
李
学
勤
氏
は
釈

読
を

一
歩
進
め

(図
二
②
)、

(30
)
(
33
)
(34
)
三
器
の
邦
右
伐
器
工
師
の
人
名
を

「箔
酊
」
と
し
、
さ
ら
に
春
平
侯
に

つ
い
て
は
、
悼
裏
王

そ
れ
か
ら
o
説
の
李
学
勤
氏
の
研
究
で
あ
る
。
李
氏
の
編
年
の
特
徴

は
、
悼
裏
王
期
に
建
信
君
と
春
平
侯
と

い
う
二
人

の
相
邦
が
存
在
し
た

と
考
え
る
点
で
あ
る
。

早
く
李
学
勤
氏
は
鄭
紹
宗
氏
と
の
共
作
に
な
る

「論
河
北
近
年
出
土

的
戦
国
有
銘
青
銅
器
」

の
中
で
、
建
信
君
を
悼
裏

王
期
の
人
と
し
、
三

(或
い
は
四
)
年
兵
器
を
悼
裏
王
の
三

(或

い
は
四
)
年
と
判
断
し
て

作
の
蘇
輝
氏
の
修
士
論
文
も
高
明
説
を
支
持
し
て
い
る

。
し
か
し
解

決
の
方
法
は
、
孝
成
王
期
ば
か
り
で
な
く
、
張
瑛
説
の
よ
う
に
王
遷
期

に
も

っ
て
い
く
方
法
も
あ
る
と
思
う
が
、
そ
ち
ら

は
検
討
さ
れ
て
い
な

い
。
た
だ
、
注
意
す
べ
き
は
、
高
明
氏
も
黄
盛
璋
氏
同
様
に
戦
国
期
の

相
邦
は

一
人
と
は
限
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
点
で
、
秦
の
左
右
丞
相
を

根
拠
に
、
秦
は
三
晋
の
制
度
を
模
倣
し
た
も
の
だ

か
ら
、
と
す
る

。

こ
の
問
題
は
、
趙
国
兵
器
編
年
上
の

一
つ
の
核
心

で
あ
り
、
後
述
す
る
。

図2①(左)十 七年相邦春平侯鍍(『名 大東洋史研究報告』17、1993、p77)

図2②(右)十 七年相邦春平侯鍍模 本(『 四海尋 珍』p94)

⑦

李
学
勤
氏
の
見
解



こ

こ
で

、

建

信

君

監

造

兵

器

・
春

平

侯

監

造

兵

器

の
編

年

に

関
連

し

て
、

真

偽

問

題

に

も
触

れ

て

お

く
。

近

年

、

趙

国

兵

器

に
関

し

て

、

最

も

精

力

的

に
研

究

を

進

め

て

い
る

の
は

、

呉

振

武

氏

で

あ

る
。

氏

は

真

偽

問

題

に

つ
き

、

繰

り

返

し

発

言

し

て

い
る
。

前

節

表

「
に

示

し

た

よ

う

に

、

黄

氏

を

は

じ

め

と
す

る

論
者

に

真

と

さ

れ

て
き

た

も

の
が

、
多

く

近

代

の
偽

刻

と

判

断

さ

れ

る

に

至

っ
て

い
る

。

呉

氏

に

よ

っ
て

真

器

と

さ

れ

、

編

年

根

拠

と
さ

れ

て

い
る

も

の
を

再

確

認

し

て

お

く

と

、

建

信

君

監

造

兵

器

で

は

(
1
)

の
元

年

、

(
4
)
の
三

年

、

(
5
)
の
四

年

、

(
7
)
(
8
)
(
10
)
(
12
)
の
八

年

、

春

平

侯

監

造

兵

器

で

は

(
26
)
～

(
30
)
、

(
32
)
(
33

V
の
十

七
年

(
本

稿

26

番

兵

器

を

呉

氏

は
十

七

年

と

読

む

べ
き

と

い
う

)

兵

器

で
あ

る

(筋
)。

呉

氏

の
説

の
当

否

は

ひ

と

ま

ず

お

く

が

、

結

果

と

し

て
、

李

学

勤

氏

と

異

な

る

の
は

「十

五
年

」

兵

器

が

消

滅

し
た

点

で
あ

り
、

建

信

君

監

造

兵

器

に

つ
い

て

は
、

基

本

的

に

は

⑪
)李

説

を

補

強

す

る
も

の
で

あ

る
。

の
太
子
で
は
な
く
、
孝
成
王
十
五
年

・
十
七
年
、
悼
裏
王
元
年
～
四
年
、
八
年
の
時
期
に
相
邦

の
位
に
あ

っ
た

一
大
臣

で
あ
る
と
す
る
。
そ

し
て

『
列
女
伝
』
を
ふ
ま
え
、
春
平
侯
は
王
遷
期
に
も
依
然
勢
力
を
持

っ
て
い
た
、
と
す
る

。
そ
の
上
で
、
近
年
保
利
芸
術
博
物
館
が
収

集
し
た

(45
)
六
年
相
邦
司
空
馬
鍍
が
王
遷
六
年
と
さ
れ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
悼
嚢
王
末
年
か
ら
王
遷
期
に
か
け
て
司
空
馬
が
政
務
を
執

っ
て

い
た
と
考
え
る
。
「
王
遷
六
年
」
と
さ
れ
る
の
は
、
『
戦
国
策
』
秦
策
五
に

「文
信
侯
出
走
し
、
司
空
馬
、
趙
に
之
く
。
趙
以
て
守
相
と
為

す
」
と
あ
り
、
文
信
侯
呂
不
章
が
膠
毒
に
坐
し
て
、
相
国
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
が
秦
王
政
の
十
年

(前
二
三
七
)
で
あ
り
、
悼
裏
王
の
八
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
「六
年
」
を
次
の
王
遷

の
六
年
と
さ
れ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
(鍾
。

た
だ
し
問
題
は
、
な
ぜ
二
人
の
相
邦
が
悼
嚢
王
期
に
存
在
す
る
の
か
、
少
な
く
と
も

『史
記
』
な
ど
の
文
献
に
根
拠

は
な
い
わ
け
で
、
そ

れ
に
対
す
る
説
明
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

⑧

真
偽
問
題



最
後
に
、

呉
振
武
氏

・
董

珊
氏

の
⑪
説
で
あ

る

。
ま
ず
建
信
君

監
造
兵
器
の
編
年
と
十
七
年
の
銘

を
も

つ
春
平

侯
監
造
兵
器

の
編
年

に

つ
い
て
は
、
両
者

の
考
え
は
o

説
と
同
じ
と

見
て
よ

い
。

こ
の
部

分
に
限

っ
て

い
え
ば
、
(
o説

・
o

説
も
同
じ
で
あ
る
。
⑪
説

・
⑤
説

の
異
な
る
点

は
、
元
年
か
ら
八
年

の
銘
を
も

つ
春
平
侯
監
造
兵
器
の

編
年

(本
稿
14
番
か
ら
22
番
)
で
、

⑨
)説
は
⑨
)説
と
同
じ
く
、
王
遷
の

時
期
に
あ
て

る
。
し
か
し
、
⑬
説

と
異
な
り
、

(14
)
を
偽
刻
と
し
て

退
け
、
(
15
)
の
元
年
の
銘
を
も

つ

春
平
侯
監
造
兵
器
と
(
22
)
の
八
年

の
銘
を
も

つ
春
平
侯
監
造
兵
器
を

⑨

呉
振
武
氏

・
董

珊
氏
の
見
解

〔表3戦 国後期趙国相邦表(董 珊2004よ り一部改変)〕

王世

趙恵文王

趙孝成王

趙悼嚢王

趙王遷

紀年

廿年

廿九年

十五年

十六年

十七年

十八年

元年

三年

四年

八年

九年

王立事

二年

三年

四年

五年

六年

西暦

279B.C.

270B.C.

251B.C,

250B.C.

249B.C.

248B.C.

244B℃.

242B.C.

241B.C.

237B℃.

236B℃.

236B.C.

234B.C.

233B.C.

232B℃.

231B.C

230B.C.

文物所見の相邦

(丞相藺相女)相 邦藺相女

相邦趙豹

守相廉頗(大 攻サ公孫檸)

守相信平君(大 攻サ韓嵩)
守相武嚢君

相邦春平侯(大 攻サ韓需)

相邦平国君(大 攻サ趙糟)

相邦建信君

相邦建信君

相邦建信君

相邦建信君

相邦春平侯

相邦春平侯

相邦春平侯

相邦春平侯(大 攻サ趙問)

相邦春平侯

相邦司空馬(大 攻サ肝駒)

文献所見の相邦

守相武裏君

相国信平君

守相司空馬



以
上
、
本
節
で
は
、
建
信
君
監
造
兵
器

・
春
平
侯
監
造
兵
器
の
編
年
に
つ
い
て
、
⑧

〔黄
盛
璋

一
九
七
四
〕
説
以
降

の
五

つ
の
見
解
を
整

理
し
て
き
た
。

も
と
よ
り
⑧
説
出
現
ま
で
は
、
李
学
勤

「戦
国
題
銘
概
述

(中
)
」
(旧
説
)
と
林
巳
奈
夫

「銘
文
に
よ

っ
て
絶
対
年
代
の
知
ら
れ
る
春

秋
戦
国
時
代

の
青
銅
器
」
の
研
究
が
知
ら
れ
て
い
た

。

李
氏

は
そ
の
旧
説
の
中
で
は
、
建
躯
君

・
春
平
侯
関
連
兵
器
を
と
も
に
韓
国
兵
器
と
し
、
建
躬
君
を
韓
王
安

の
相
韓
現
、
春
平
侯
を
張
良

の
父
張
平
と
推
定
し
た

(六
〇
頁
)。
そ
の
推
定
を
現
在
、
継
承
す
る
者
は
お
ら
ず
、
李
氏
自
身
、
o
説
に
記
し
た
と

お
り
、
考
え
を
改
め

て
い
る
。

林
氏
は
両
器
を
趙
国
兵
器
と
判
断
し
た
点
、
創
見
を
示
す
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
建
躯
君
の

「躬
」
字
と

「信
」
字
の
比
定
に
ま
で
は

至
ら
ず

(
つ
ま
り

『
戦
国
策
』
に
多
見
す
る
建
信
君
と
は
結
び
つ
け
ず
)
、
同
兵
器
の
三
年

・
四
年

・
八
年
を
王
遷
の
三
年

(前
二
三
三
)

～
八
年

(前
二
二
八
)
に
位
置
づ
け
る
こ
と
と
な

っ
た

(六
〇
六
～
六
〇
七
頁
)。
春
平
侯
監
造
兵
器
に
つ
い
て
は
、

元

・
二

・
三

・
四

・

五

・
八
年
を
悼
嚢
王
元
年
～
八
年
に
あ
て
た
点
、
⑪
李
学
勤
新
説
を
導
く
と
い
え
、
こ
れ
も
意
義
深
い
が
、
や
は
り
十
五
年

・
十
七
年
の
置

⑩
李
学
勤

「戦
国
題
銘
概
述
」
と
林
巳
奈
夫
氏
の
見
解

取
り
上
げ
な
い
。
取
り
上
げ
な
い
理
由
は
、
偽
刻
と
し
て
か
、
別
の
理
由
か
、
指
摘
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

董
珊
氏
に
よ
れ
ば
、
前
章
に
引
用
し
た
王
立
事
兵
器

(集
成
　

)
は
、
悼
裏
王
死
後
、
新
王
た
る
遷
が
称
元
す
る
ま
で
の
問
に
あ

た
る
兵
器
と
さ
れ
る

。
ま
た
、
本
器
に
み
え
る
邦
左
庫
工
師
の

「趙
痒
」
は
、
(17
)
(
18
)
の
二
年

二
二
年
春
平
侯
兵
器
に
も
記
載
さ
れ
、

時
間
的

に
近
い
も
の
と
い
え
る
。

こ
こ
に
董
珊
氏
作
成
の
戦
国
晩
期
趙
国
相
邦

の
配
列
表
を
掲
載
し
て
お
く

(表
三
)
。
西
暦
は
董
氏

の
表

に
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
の
判
断
で
加
え
た
。
ま
た
廿
九
年
相
邦
趙
豹
に

つ
い
て
は
、
孝
成
王
の
欄
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
印

字
の
誤

り
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
恵
文
王
の
欄
に
入
れ
た
。



図3①(左)十 六年守相信平君鍍写真(『 欧州所蔵 中国青銅器遺珠』no.178)

図3②(右)十 六年 守相信平 君鍍模本(『 第 三届国際 古文字学研 討会論文集 』p414)

呉
振
武
氏
の
所
説
で
と
り
わ
け
興
味
深
い

の
は
、
(
d
)
に
紹
介

し
た
守
相
関
連
兵
器
に
関
す
る
釈
読
で
あ
る
。
呉
氏
は
李
学
勤

・

文
蘭
編
著

『
欧
洲
所
蔵
中
国
青
銅
器
遺
珠
』

に
初
め
て
紹
介
さ

れ
た
十
六
年
守
相
鍍
の
釈
読
を
進
め

(本
稿
50
番

・
図
三
①
②
)、

李
氏
ら
に
お
い
て
未
読
で
あ

っ
た
守
相
の
次
の
文
字
を

「躯

(信
)」

と
読
み
、
文
献
に
も
著
名
な
廉
頗

こ
と

「信

平
侯
」
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た

。

こ
の
釈
読
は
貴
重
と

い
え
、
『
史
記
』
巻
四

十
三
趙
世
家
と
巻
八
十

一
廉
頗
列
伝
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
次

の
よ
う

(
3
)

守
相
関
連
兵
器

の
編

年

-
呉
振
武
氏
の

新
釈
ー

き
所
に
悩
む
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
前
述

の
黄
氏
第

一
案
と
同

じ
く
悼
裏
王
の
在
位
を
九
年
に
留
め
ず
、
何

ら
か
の
理
由
に
よ
り

悼
嚢
王
の
紀
年
が
王
遷
期
ま
で
引
き
続
き
使

用
さ
れ
た
可
能
性
を

想
定
さ
れ
る

(六
〇
三
～
六
〇
四
頁
)
。
本
稿

は

「躯

(郎
)
」
11

「信
」
と
す
る
黄
氏
以
後
の
古
文
字
学

の
成

果
を
基
礎
に
、
そ
の

後
の
研
究
を
中
心
に
整
理

・
検
討
し
た
。
次

節
で
は
、
相
邦
関
連

兵
器

の
編
年
と
密
接
に
か
か
わ
る
守
相
関
連

兵
器

の
新
た
な
展
開

に

つ
い
て
論
ず
る
。



だ
が
、
そ
の
接
合

の
当
否
は
李
学
勤
氏
(醤)や

『集
成
』
編
者

(
　

)
に
お
い
て
も
、
疑
わ
れ
て
い
た
。
今
回
の
東
ア
ジ
ア
博
物
館
蔵

品
の
知
見
を
ふ
ま
え
、
呉
氏
は

「口
口

〔年
〕
守
相
躯

(信
)
平
君
」
と
読
む
に
至

っ
た

。
旧
説
に
は
多
様
な
読
み
が
提
案
さ
れ
て
い
た

が
、
確

か
に
こ
う
し
た
知
見
を
得
て
、
本
器

(本
稿
51
番
)
を
見
る
と
き
、
呉
氏
の
釈
読
は
妥
当
な
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
も
う

一
件
、
こ
こ
に
複
数
の
試
釈
の
提
出
さ
れ
る
兵
器
が
あ
る
。

(52
)
は
、

一
九
六
〇
年
河
北
省
易
県
東
古
城
遺
趾
よ
り
出
土
し

に

見
え

て

い
た
。

　

　

(孝
成
王
)
十
五
年
、
尉
文
を
以
て
相
国
廉
頗
を
封
じ
信
平
君
と
為
す
。
(趙
世

家
)

　

　

つ

(孝
成
王
十
五
年
)
趙
、
尉
文
を
以
て
廉
頗
を
封
じ
信
平
君
と
為
し
、
仮
相
国
と

為
す
。

(廉
頗
列
伝
)

つ
ま
り
、
廉
頗
は
孝
成
王
十
五
年
に
尉
文
に
封
ぜ
ら
れ
、
信

平
君
と
な

っ
た
の
だ

が
、
本
器
は
そ
の
史
料
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
「守
相
」
と

は
前
述
の
通
り
、
『戦

国
策
』
秦
策
五

「文
信
侯
出
走
、
与
司
空
馬
之
趙
、
趙
以
為
守
相
」
の
高
誘
注
に

「守

相
、
仮
也
」
と
い
う
と
こ
ろ
の
、
「仮
相
国
」
で
あ
る
。
従
来
、
十
五
年
守
相
兵
器

は
二
件
知
ら
れ
て
い
て

(本
稿
46

・
47
番
)
、
守
相

の
人
名
は
黄
盛
璋
氏
に
よ
っ
て
、

廉
頗
と
読
ま
れ
て
い
た

。
ま
た
年
代
不
明
で
あ
る
が
、
守
相
廉
頗
と
読
む
こ
と
の

で
き
る
兵
器

(本
稿

48
番
)
も
あ

っ
て
、
そ
の
紀
年
は
十
五
年
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
三
件

の
十
五
年
守
相
廉
頗
鍍
に
接
続
す
る
、
十
六
年
の
守

相
信
平
侯
鍍
が

「発

見
」
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
呉
振
武
氏
の
釈
読
は
、
こ
れ
ま
で

「十
三
年
守

相
申
母
官
鍍
」と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
兵
器
に
つ
い
て
も
修
正
を
迫

っ
た
(図
四
)。

同
兵
器
は
実

の
と
こ
ろ
、
二
つ
の
切
断
さ
れ
た
兵
器
を
接
合
し
た
も
の
で
あ

っ
た
の

図4(左)守 相信平君鍍模本(『第三届国 際古 文字学研討 会論文集』p407)

図5(右)武 裏 君鍍模 本(文 物2000-1、p66)



以
上
、
建
信
君

・
春
平
侯

・
守
相
関
連
兵
器
の
諸
説
を
整
理
し
て
き
た
。
す

で
に
筆
者

の
疑
問
な

ど
は
折
り
に
述

べ
て
き
た
が
、
新
公
開
の
資
料
や
新
た
な
知
見
を
ふ
ま
え
総
合
的

に
判
断
す
る
と
き
、

(
4
)

私
見

①

二
相
邦
制

へ
の
疑
問

こ
の
釈
読
を
基
礎
に
、
呉
氏
は
、
武
裏
君
と
は

『史
記
』
趙
世
家
に

「
(孝
成
王
)
十
六
年
、
廉
頗
、

燕
を
囲
む
。
楽
乗
を
以
て
武
裏
君
と
為
す
。
十
七
年
、
仮
相
大
将
武
裏
君
、
燕
を
攻
め
、
其

の
国
を

囲
む
」
と
見
え
る
所
の
、
楽
乗
"
武
裏
君
と
考
え
て
い
る
。
不
明
部
分
を
多
く
推
測
に
頼
る
も
の
で

あ
り
、
別
の
可
能
性
も
残
す
が
、
文
献
と
の
相
互
関
係

の
中
で
は
比
較
的
妥
当
な

ラ
イ
ン
と
い
え
る
。

本
器
は
紀
年
を
欠

い
て
い
る
が
、
そ
の
上
限
は
孝
成
王
十
六
年
、
そ
の
下
限
は
王
卒
後
、
廉
頗

の
攻

撃
を
受
け
、
武
裏
君
楽
乗
は
魏
に
入
る
た
め

(楽
毅
列
伝
)、
悼
嚢
王
の
元
年
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
釈
読
と
編
年
は
、
結
果
と
し
て
、
建
信
君
監
造
兵
器
の
編
年
に
関
す
る
⑪
)説
を
補
強
し

て
い
る
。
本
器
に
は
邦
右
庫
の
工
師
と
し
て

「呉
症
」
が
見
え
て
い
る
が
、

こ
の
人
物
は
(43
)十
八

年
相
邦
平
国
君
鍍
と
(1
)
元
年

・
(5
)
四
年
相
邦
建
信
君
鍍
に
と
も
に

「邦
右
伐
器
工
師
」
「邦
右
庫

編
段
工
師
」
と
し
て
見
え
る
人
物
で
あ

っ
た

(表
四
参
照
)
。

た
青
銅
鍍
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば

『
河
北
省
出
土
文
物
選
集
』
と
黄
盛
璋
氏
は

「相

〔邦
〕
智

(
?
)
君
」
と
し

、
李
学
勤
氏
は

「相
邦

建
信
君
」
と
推
定
し
て
い
た

。
今
回
、
呉
振
武
氏
は
河
北
省
博
物
館
よ
り
提
供
を
受
け
た
彩
色
写
真
よ
り
模
本
を
作
成
し

(図
五
)
、
判

読
可
能
な

「相
」
と

「裏
」

の
文
字
か
ら
、
お
よ
そ
本
稿
52
番
の
釈
文
の
よ
う
に
復
元
し
て
い
る

(
一
部
改
変
)

。

〔表4邦 庫 工師 「呉症 」の連続 〕

番号

(52)

(43)

(1)

(5)

紀年

孝 成 王16～21年

(250B.C.～245B.C.)

孝 成 王18年

(248B.C.)

悼 裏 王 元 年

(244B.C.)

悼裏王4年(241B℃.)

相邦(守 相)名

守相武裏君

相邦平国君

相邦建信君

相邦建信君

邦庫工師名

邦右庫織鍛工師呉症

邦右伐器鍛工師

呉症

邦右庫繍鍛工師呉症

邦右庫織鍛工師呉症

※年代の順に並べた。



現
状
、
呉
振
武
氏

・
董
珊
氏
の
⑪
説
が
比
較
的
穏
当
で
あ
る
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

た
だ

し
、
建
信
君
監
造
兵
器
の
編
年
案
自
体
は
、
張
談
氏
の
⑬
説

・
高
明
氏

の
o
説

・
李
学
勤
氏
の
o
説
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

異
な
る
の
は
、
春
平
侯
監
造
兵
器
の
そ
れ
も
元
年
～
八
年

の
紀
年
を
持

つ
兵
器
に
つ
い
て
で
あ
る
。
春
平
侯
監
造
兵
器

の
十
五
年
を
排
除
し

た
と
し

て
、
十
七
年
を
孝
成
王
の
十
七
年
と
考
え
る
点
も
、
黄
盛
璋
氏
の
⑧
説
以
来
の
見
解
で
あ
り
、
李
氏
の
⑪
説
を
継
承
す
る
も
の
で
あ

る
。
元
年
～
八
年
の
紀
年
を
持

つ
兵
器
に
つ
い
て
、
八
年
を
排
除
し
つ
つ
も
、
基
本
的
に
張
瑛
氏
の
⑬
説
を
採
用
す
る
に
至

っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ

る
。

筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
趙
国
兵
器
を
整
理
す
る
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
模
索
し
て
き
た
が
、
李
学
勤
氏
の
悼
裏

王
期
に
建
信
君

・
春

平
侯
の
二
相
邦
を
想
定
す
る
考
え
方
を
有
力
視
し
て
き
た
9
。

元
年
～
八
年
の
紀
年
を
持

つ
春
平
侯
監
造
兵
器
を
王
遷

(幽
膠
王
)
期
に
移
す
案
も
考
え
た
が
、
孝
成
王
十
五
年

・
十
七
年
に
直
接
連
続

す
る
も

の
と
筆
者
も
考
え
た
し
、
『史
記
』
趙
世
家
の
春
平
侯
入
秦
の
記
事
は
、
悼
嚢
王
二
年
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
場
面
、
春
平
侯
は

「相
邦
」
と
し
て
出
か
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
平
原
君
の
よ
う
に
恵
文
王

・
孝
成
王
二
王
に
仕

え
、
「
三
た
び
相
を
去
り
、
三
た
び
位
に
復
」

(『
史
記
』
巻
七
十
六
平
原
君
列
伝
)
し
た
人
物
も
い
る
の
だ
か
ら
、
別
に
連
続
す
る
必
要
は

な
い
。
さ
ら
に

『列
女
伝
』

の
記
事
も
悼
裏
王

・
王
遷
ど
ち
ら
と
し
て
も
不
都
合
は
な

い
訪
.。

結
局
、
問
題
は
、
二
相
邦
制
の
想
定
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
黄
盛
璋

・
高
明
両
氏
も
二
相
邦
の
可
能
性
を
秦

の
左
右
丞
相
制
を
参

考
に
述

べ
て
き
た
。
そ
れ
を
実
地
に
展
開
し
た

の
は
、
李
学
勤
氏
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
実
際
、
ど
こ
と
限
ら
ず
認
め
て
し
ま

っ
て

は
、
編
年
作
業
自
体
に
支
障
を
来
す
し
、
そ
も
そ
も
、
な
ぜ
悼
裏
王
期
に
二
相
邦
制
を
採
用
し
た
の
か
、
そ
の
背
景
や

理
由
が
説
明
さ
れ
て

し
か
る

べ
き
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
文
献
的
に
は
根
拠
は
な
い
の
で
あ
る
(む
。

や
は
り

「相
邦
」
と

「丞
相
」
は
性
格
が
違
う
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
鎌
田
重
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
相
邦
は

「非
常

の
相
」
(『
史
記
』
巻



そ

れ

は

「大

エ

サ
韓

山而
」

の
扱

い

に

つ

い

て

で
あ

る

(
表

五
参

照

)
。

黄

氏

の

編

年

作

業

に

お

い

て

は

、

「
大

エ

サ
韓

山而
」

の
連

続

性

は

一
つ

の
大

き

な

根

拠

で
あ

っ
た

。

(
11
)
八

年

相

邦

建

信

君

剣

・
(
26
)
十

五

年

相

邦

春

平

侯

剣

・
(
27
)
～

(
34
)
十

七

年

相

邦

春

平

侯

兵

器

・

建
信
君
監
造
兵
器
に

つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
決
着
の
つ
い
た
観
も
あ
る
が
、

⑬
o
⑪
⑤
の
編
年
案
に
も

一
点
、
論
証
に
弱
い
部
分
が
あ
る
。
そ
の
点
、

最
後
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

四
十
四
魏
世
家
)
で
あ
り
、
常
置

の
も
の
で
は
な
く
、
丞
相
が
尊
ば
れ

て
上
る
も
の
で
あ

っ
た

。
左
右
丞
相
制
と
同
様
に
論
ず
る
こ
と
は
で

き
な

い
だ
ろ
う
。

ま
た
前
引

の

『
戦
国
策
』
巻
二
十
趙
策
三
で
は
、
建
信
君
が
秦
よ
り

送
ら
れ
て
き
た
人
物
を

「丞
相
」
に

つ
け
て
お
り
、
趙
に
も
相
邦
と
と

も
に
丞
相
の
職
も
あ

っ
た
。

さ
ら
に
相
邦
が
二
名
存
在
す
る
な
ら
、
「守
相

」
と

い
う
官
職
も
必

要
か
ど
う
か
疑
問
な
し
と
し
な
い
。
守
相
は
相
邦

の
属
官
で
は
な
く
、

相
邦
の
代
理
的
存
在
で
、
仮
の
相
邦
で
あ
る
。

一
人
の
相
邦
が
戦
地
に

あ
れ
ば
、
も
う

一
人
が
都
に
と
ど
ま
れ
ば

い
い
わ
け
で
、
「守
相
」
と

い
う
職

の
存
在
も
、

「相
邦
」
が
と
き
ど
き
に

一
人
で
あ
る
こ
と
を
裏

付
け
る
よ
う
で
あ
る
。

②

編
年
作
業
上
の
残
さ
れ
た
部
分

〔表5大 工サ 「韓 嵩」の連 続〕

番号

(ll)

(26)

(27)

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

(34)

(49)

(50)

(51)

紀年

孝 成 王8年

(258B.C.)

孝 成 王15年

(251B℃.)

孝 成 王17年

(248B.C.)

孝成王17年

孝成王17年

孝成王17年

孝成王17年

孝成王17年

孝成王17年

孝成王15年

孝 成 王16年

(250B.C.)

口口年

相邦(守 相)名

相邦建信君

相邦春平侯

相邦春平侯

相邦春平侯

相邦春平侯

相邦春平侯

相邦春平侯

相邦春平侯

相邦春平侯

守相廉頗

守相信平君

守相信平君

邦庫工師名

邦左庫工師鄭段

邦右伐器工師口口

邦左伐器工師長輩

邦左伐器工師長藍

邦右伐器工師笛酷

邦左伐器工師長輩

邦左伐器工師長藍

邦右伐器工師纂酷

邦右伐器工師慾酷

邦右庫工師韓師

邦右庫工師韓伏

邦右庫工師韓伏

大工タ名

大工サ韓嵩

大工サ韓嵩

大工ヂ韓嵩

大工サ韓嵩

大工サ韓嵩

大工サ韓需

大工サ韓嵩

大工サ韓嵩

大エサ韓嵩

大エサ韓嵩

大工サ韓嵩

大エサ韓嵩

※ ここの紀年 は黄盛璋 氏の編 年案(本 稿表1の ⑧説)に 従 った。



(49
)
～

(51
)守
相
兵
器
に
は
い
ず
れ
も

「大
工
サ
韓
山而
」
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
い
ま
な
お
、
相
邦
建
信
君
を
孝
成
王
期
に
位
置
づ
け

る
根
拠
と
な
り
う
る
。
確
か
に
(11
)
を
悼
裏
王
八
年
に
か
け
て
も
い
い
の
だ
が
、
そ
う
す
る
と
孝
成
王
十
七
年
か
ら
十

一
年
間
空
白
が
で
き

る
。
そ

の
間
、
孝
成
王
十
八
年
と
悼
裏
王
元
年
～
五
年
の
兵
器
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
度
も
韓
山而
の
名
前

が
出
て
こ
な
い
の
も

お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。
結
局
、
ポ
イ
ン
ト
は
(11
)
の
真
偽
問
題
で
あ
り
、
呉
振
武
氏
は
こ
れ
を
近
代
の
偽
刻
と
し
て
退
け
た
の
で
あ
る
。

呉
振
武
氏
は
表

一
の
よ
う
に
多
数
の
兵
器
を
偽
刻
と
し
て
排
除
し
た
が
、
そ
の
実
、

(11
)
を
退
け
た
こ
と
が
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、

一
番
の

焦
点
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
う
。
拓
本
を
見
る
と
、
確
か
に
他
の
兵
器
に
比
べ
線
質
が
異
な
り
、
と
り
わ
け
背
面
の
大
工
サ
韓
山而
の
部
分
は
太

く
丸
み
を
お
び
て
異
質
で
あ
る

(図
六
)
。
し
か
し
最
終
的
な
判
断
は
し
か
る
べ
き
手
順
を
踏
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

図

六

八
年

相
邦

建
信

君
剣

(
集
成
　

)



註
(
1
)

沈
長
雲
等
著

『
趙
国
史
稿

』
中
華
書

局
、
二
〇
〇
〇
年

。
孫
継
民

・
都
良
真

等
著

『
先
秦

両
漢

趙
文
化
研
究
』

方
志
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
。
辛
彦

懐

・
康

香
閣
主
編

『
趙
文
化
研
究
』

河
北
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
。
趙
聡
恵
主
編

『
趙

文
化
論
叢
』

河
北
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
。

お

わ

り

に

本
稿

は
戦
国
後
期
の
趙
国
政
治
を
復
元
す
る
前
提
と
し
て
、
相
邦

・
守
相
監
造

の
青
銅
兵
器
銘
文
の
編
年
に
関
す
る
研
究
を
整
理

・
検
討

し
た
。
直
接
に
は
、
相
邦
建
信
君

・
春
平
侯
監
造

の
兵
器
と
守
相
監
造
の
兵
器
を
取
り
上
げ
、
現
在
の
資
料
条
件
の
も
と
で
は
、
通
説
と
は

異
な
り
、
呉
振
武
氏

・
董
珊
氏
の
説
を
支
持
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
具
体
的
に
は
、
建
信
君
を
悼
裏
王
期
の
相
邦
に
、
春
平
侯
を
孝
成
王
十

七
年
と

王
遷

(幽
膠
王
)
期
の
相
邦
に
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
る

。

こ
う

し
た
新
た
な
理
解

(編
年
案
)
が
得
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
趙
は
悼
裏
王
期
に
は
、
孝
成
王
後
半
期
以
来
の
燕

へ
の
攻
撃
を
継
続

し
て
お
り
、
そ
れ
は
基
本
的
に
は
連
衡
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
建
信
君
の
活
動
と
通
じ
る
。
ま
た
史
諜
に
太
后
に
通
じ
た
と
さ
れ
る
春
平
侯

に

つ
い
て
も
、
李
牧
の
無
念

の
自
害
を
重
ね
合
わ
せ
れ
ば
、
王
遷
期
の
政
権
の
中
心
人
物

(崩
壊
の
立
役
者
)
と
し
て
投
影
さ
れ
た
時
代
の

感
覚
を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

本
邦

で
は
林
巳
奈
夫
氏
の
基
礎
的
編
年
以
来
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
資
料
群
に
関
す
る
ま
と
ま

っ
た
研
究
は
な
く
、

一
方
で
、
林
氏
の
所

説
に
は
、
李
学
勤

「戦
国
題
銘
概
述
」
を
乗
り
越
え
る
創
見
が
あ

っ
た
と
は
い
え
、
編
年
そ
の
も
の
に
は
史
料
不
足
か
ら
来
た
す
問
題
を
含

ん
で
い
た
。

本
稿

は
戦
国
後
期
趙
の
政
治
過
程

・
国
際
関
係
の
解
明
に
向
け
、
新
た
な
視
点
か
ら
趙
国
兵
器
の
研
究
を
行

っ
た
も

の
で
あ
る
。
大
方

の

教
示
を
期
待
し
た
い
。



(
2
)

李
学
勤

「
戦
国
題
銘
概
述

(中
)
」
『
文
物
』

一
九
五
九

年
第

八
期
、
六
〇

～
六
三
頁
。
林

巳
奈

夫

『
中
国
股
周
時

代

の
武
器
』
京
都
大

学
人
文
科
学

研

究
所
、

一
九

七
二
年
。
黄
盛
璋

「試
論

三
晋

兵
器
的

国
別
和
年
代
及
其

相
関
問
題

」
『
考
古
学

報
』

一
九

七
四
年
第

一
期

(同

『
歴
史

地
理
与
考
古

論
叢
』
斉
魯
書
社

、

↓
九
八

二
年
所
収
。

以
下
、

「三
晋
兵
器
」
と
略

称
。

引
用
頁
は

『
考
古
学

報
』

に
よ
る
)
。

(
3
)

呉
雅
芝

「戦

国
三
晋
銅
器
研
究
」
『
国
立

台
湾

師
範
大
学
国
文
研
究

所
集

刊
』
第
四

一
号
、

一
九
九

七
年
、
四
三

一
～
六

人
八
頁
。

江
村

治
樹

「戦
国

時
代

の
出
土
文
字
資

料
と
都
市

の
性
格
」
『
春

秋
戦
国
秦
漢

時
代
出
土

文
字

資
料

の
研
究
』
第

二
部

、
汲
古
書

院
、

二
〇
〇

〇
年
。
筆
者

も

こ
う

し
た

成
果

の
騨

尾
に
付

し
、

三
晋

兵
器
を
資
料

に
、
県
制

・
官
僚

制

の
形
成
に
関
す

る
研
究

を
進
め

て
き
た
。
拙
稿

「戦
国
韓
国

の
権
力

構
造
-

政
権
上
層

部

の
構
成

を
中
心

に
ー

」
『
史
海

』
第

五

一
号
、

二
〇

〇
四
年
。

「鄭
韓

故
城
出
土
銅

兵
器

の
基

礎
的
考
察
」

『
学
習
院
大
学

人
文
科
学
論
集

』
第

=
二

号
、

二
〇
〇
四
年
、

「戦

国
韓
国

の
地
方
鋳

造
兵
器
を

め
ぐ

っ
て

戦
国
後
期
韓

国
の
領
域

と
権
力
構
造
ー

」
『
学
習
院
史
学
』
第

四
三
号
、

二
〇
〇

五

年
。

「戦

国
魏

国
に
お
け
る

『
県
』
制

の
成

立
-

魏
国
兵
器

の
検
討

を
中
心
と
し
て
ー

」
『
古
代

文
化
』
第

五
八
巻
第

-
号
、

二
〇
〇
七
年
。

(
4
)

干
中
航

「済
南
市

博
物
館
蔵
商
周
青
銅

器
選
粋
」
『
海
岱
考
古
』
第

一
輯

、
山
東
大
学
出
版
社
、

一
九
八
九
年
、
三

二
四
頁
。

干
中
航

「元
年
建
信
君

鍍
及
相

関
問
題
」
『
故
宮

文
物
月
刊
』

一
九
四
号
、

一
九
九

九
年
。

呉
振
武

「談
済
南
市

博
物
館
蔵

元
年
相
邦
建

信
君
鍍
」
『
揖
芥
集
ー

張
政
娘
先
生
九

十
華

誕
紀
念

文
集
』
社
会
科
学
文
献

出
版

社
、

二
〇
〇

二
年
。

(
5
)

呉
振
武

「趙

十
六
年
守
相
信

平
君
銀
考
」

張
光
裕
等
編

『
第

三
届
国
際
中

国
古

文
字
学
研
討
会

論
文
集
』
香
港
中

文
大
学
中
国
文
化
研

究
所

・
中
国

語
言

及
文
学

系
、

↓
九
九
七
年
。

(
6
)

呉
振
武

「趙
武
裏

君
銀
考

」
『
文
物
』

二
〇
〇
〇
年
第

一
期

。
『
文
物
』
掲
載
論

文
は
紙
面

の
都
合

で
削
除
し
た
部

分
が
あ
る
と

い
い
、

の
ち
に
全
文

を

『
金
景
芳
教

授
百
年
誕
辰
紀
念

文
集

』

(吉
林
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
)
に
収
録

し
た
。
本
稿

で
は
、
後
者
を
引
用
す

る
。

(
7
)

李
学
勤
撰

文

「
鍍

(両
件
)
」
凌
嵐

編
輯

『
保
利
蔵
金
ー
保
利
芸
術
博

物
館
精
品
選
』
嶺
南
美
術
出
版
社

、

一
九
九
九
年
。

(
8
)

鎌

田
重
雄

「
相
国
と
丞
相
」
『
秦
漢

政
治
制
度

の
研
究
』

日
本
学
術

振
興
会
、

一
九
六

二
年
。
相

原
俊

二

「
三
晋
文
化

の

一
考
察
-
相

に

つ
い
て
」
中

国
古
代

史
研
究
会

『
中
国
古
代

の
社
会
と

文
化
』
東
京
大
学

出
版
会
、

一
九
五
七
年
。
森

谷

一
樹

「
戦
国
秦

の
相

邦
に

つ
い
て
」
『
東
洋
史

研
究
』
六

〇
巻

↓
号

、
二
〇
〇
二
年
な
ど
参
照
。



(
9
)

黄

氏
前
掲

「三
晋
丘
ハ器

」
は
、
趙

国
兵
器
を

(
1
)
相

邦
建
信
君
監
造

の
兵
器
、

(
2
)
相

邦
春
平
侯
監
造

の
兵
器
、

(
3
)

そ

の
他

の
相
邦
監
造

の

兵
器
、

(
4
)
守

相
監
造

の
兵
器
、

(
5
)
郁
郷

及
び
そ

の
庫
名

を
記
す
兵

器
、

(
6
)
趙
令

監
造

の
兵

器
に
分
類

し
、
さ
ら

に

「
王
立
事
」
兵
器

と
趙

都

郁
郵
以
外

の
地
方

監
造

の
兵
器

を
紹
介

し

て
い
る

(
一
八
～

二
八
頁
)
。

た
だ
し
、

(
6
)

の
兵
器
と

「王
立
事
」

兵
器

に

つ
い
て
は
さ
ら

に
別

の
問

題
も
あ
り
、

こ
の
分
類
を
そ

の
ま

ま
使

用
す
る

こ
と

は
で
き
な

い
。
な

お
、
戦

国
中
期
以
後

の
三
晋
兵
器
鋳
造
に
お
け

る
管

理
系
統

の
基
本
的

理
解

は

黄

氏
前
掲

「三
晋
丘
ハ器
」

三
八
頁
、
江
村
氏
前
掲
著

一
九

二
頁
を
参
照
。

(
10
)

前

掲
拙
稿

「戦
国
魏
国

に
お
け
る

『
県
』
制

の
成
立
-
青
銅

器
銘
文

の
検
討
を
中

心
と

し
て
ー

」
参
照
。

(
11
)

呉
良
宝

「
戦
国
文
字
所

見
三
晋
置
県
輯
考

」

(『
中

国
史
研
究
』

二
〇

〇
二
年
第
四
期
、

=

一頁
)

は
銅

兵
器

銘
文
よ
り
趙
県

と
判

断
で
き

る
十
五
県

を
紹
介

し

て
い
る
。

(
12
)

黄

盛
璋

「秦
兵
器
分

国
、

断
代
与
有
関
制
度
研
究
」
『
古

文
字

研
究
』
第

二

一
輯
、

二
〇
〇

一
年
、

二
三

二
～

二
三
八
頁
な
ど
参
照
。

(
13
)

黄

盛
璋
氏
は

「校
器
」

と
し
た
旧
説
を
改
め
、

「伐
器

」
と
読

み
、
攻
伐

の
器

つ
ま

り
兵
器

の
意
味
と
し
、
他

の
庫

と
同
様
に
兵
器
製
造
機
構
と
考

え

て

い
る

(
「
関
干
加
掌
大
多

倫
多
市
安

大
略
博
物
館

所
蔵
三
晋
兵

器
及
其
相
関

問
題
」
『
考
古

』

一
九
九

一
年
第

一
期

、
五
九
頁
)
。

そ

の
ほ
か
呉
振

武

「
趙
鍍
銘
文

『
伐
器
』
解
」

中
山
大
学
中
国
文
学
系

・
中

国
訓
詰
学
会
主
編

『
訓
詰
論
叢
』

第
三
輯

、
文
史
哲
出
版
社
、

一
九
九
七
年
な
ど
。

(14
)

黄
氏

は
、

「斎
」
と

は

『
周
礼
』
考

工
記
に
見
え

る

「
金
有
六
斉
」

の

「斉

」

で
銅
と
錫

の
配
合
割
合

で
、

「
捷
」
と
は
金
鎚

で
打

ち
た
た
き
、
鍛

え

る
こ
と
と
解

し
た

(
「『
執

(捷
)
斎

(斉

)
』
及
其
和
兵

器
鋳

造
関
係
新
考
」
『
古
文
字
研
究
』
第

一
五
輯

、

一
九
八
六
年
)
。

李
学

勤
氏
は
近
年
、

干
省

吾

氏

の

「執
斉

」
と
す

る
旧
来
か
ら

の
解

釈
を
再
評
価

し
て

い
る

(
李
学
勤

「《
考

工
記
》
与

戦
国
兵
器
銘

文
的
、
執
斉

"
」
『
中
国
科

技
典

籍
研
究
-

第

一
届
中
国
科
技
典
籍
国
際
会

議
論
文
集
』
大
象
出
版
社
、

一
九
九
八
年
)
。

(
15
)

王
の
監
督

を
銘
記
す

る
の
は
、
燕

国
兵
器

の
特
徴

で
あ
る
。
燕
国
丘
ハ器

に

つ
い
て
は
宮
本

一
夫

「戦
国
燕
と

そ

の
拡
大
」

(『
中

国
古
代
北
彊
史

の
考

古

学
的
研
究
』

中
国
書
店

、

二
〇
〇

〇
年
)

の
第

四
節

「燕

の
兵

制
」
参
照
。

「
某
某
立
事

」
形
式

は
斉

国
兵
器

に
見
ら
れ
る

(黄
盛
璋

「燕
、
斉

兵

器
研
究
」
『
古

文
字

研
究
』
第

一
九
輯

、

一
九
九

二
年

)。

な
お
、
黄
氏
前
掲

「
三
晋
兵
器
」

の

(
6
)

「趙
令
」
形
式

の
十
二
年
趙
令
犬

(集
成

旨
・
=

ω
韻

)
に

つ
い
て
は
、
現
在

の
研
究
段
階

に
よ
り
除

い
た
。
高

明

『
中
国
古
文
字
学
通
論

』
(北
京
大
学
出
版
社

、

一
九
九
六
年
、
四
四

一
頁
)
・
『
集
成
』



(略
称

一
覧
参
照
)
編
者

は
偽
刻
を
疑

い
、
呉
良
宝
氏

は

「
少
曲
」
と
読
ん

で
韓
県

と
す

る

(呉
氏
前
掲
論
文
、

一
三
頁

)。

(
16
)

呉
振

武

「
趙

二
十
九
年
相

邦
趙
豹
父
補
考

」
四
川
聯
合
大

学
歴
史
系
主
編

『
徐
中
箭
先
生

百
年
誕
辰
紀
念
文
集

』
巴
蜀
書
社
、

一
九
九
八
年
、

一
七

〇
～

一
七
二
頁
。

(
17
)

相
邦
建

信
君

・
春
平
侯
監
造

(監
督

・
製
造
)
兵
器

は
、
行

論

の
都
合
、
建
信
君
兵
器

・
春

平
侯
兵
器
と
略
称
す

る
こ
と
が
あ
る
。

(
18
)

黄

氏
前

掲

「三
晋
兵
器
」

一
八
～
二
五
頁
。
黄
説

に
賛

同
す

る
研
究
と
し

て
、
許
進
雄

「
十
八
年
相
邦
平
国
君
銅
剣
ー
兼
談

戦
国
晩
期
趙
国
的
相
」
(『
中

国

文
字
』
新

一
七
期
、

一
九

九
三
年
、

二

一
～
四

二
頁
)
、
陶

正
剛

「山
西
省

近
年
出
土
銘

文
兵
器
的

国
別
和
編
年
」

(『
古
文
字
研
究

』
第

二

↓
輯

、

二
〇
〇

一
年
、

一
九
三
頁
)
、

何
琳
儀

『
戦
国
文
字
通
論

(
訂
補

)
』

(江
蘇
教
育
出
版
社

、
二
〇
〇
三
年
、

一
四
四
頁
)

な
ど
。

(
19
)

楊
寛

『
戦

国
史

料
編
年
輯

証
』
上
海

人
民
出
版
社
、

二
〇
〇

一
年
、

九
六
三
～
九
六

四
頁
、

一
〇
三
六

～

一
〇
三
七
頁
。
前
掲

『
趙
国
史
稿
』

二
九

四
頁
、
三
六

二
～
三
八

四
頁
。

(
20
)

平
勢

隆
郎

『
新
編
史
記
東

周
年
表

中
国
古
代
紀
年

の
研
究
序

章
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
五
年
。

(
21
)

張
瑛

「関

干
三
晋
兵
器
若

干
問
題
」
陳

西
省
考
古
研
究

所
主
辮

『
古

文
字

論
集

(
一
)
』

(『
考
古
与
文
物
』
叢

刊
第

二
号
)

一
九
八
三
年
、

五
七
頁
。

(
22
)

黄
氏

は
本

稿

23
番

の
矛
の
紀
年
を

五
年

或

い
は
十

五
年
と
判
断

し
て
い
る
。
筆
者

は

「
五
」

の
文
字
と
隣

の
行

の

「伐
」

の
字

の
高
さ
は

ほ
ぼ

同
じ

で
あ
る
か
ら
、

「
五
年
」

と
判
断
し
た
。

(
23
)

黄
氏
前
掲

「三
晋
丘
ハ器

」
二
三
頁
。
黄

氏
は
第

↓
に
悼
裏
王

の
在
位

が
九
年
に
と
ど

ま
ら
ず
、
十
九
年

の
誤
脱
と

し
、
春
平

侯
監
造
兵
器
を
す

べ
て

悼

裏
王
期

に
位
置
づ
け

る
案

(後
述

の
林
巳
奈
夫

氏

の
見
解

に
比
較
的
近

い
)
、
第

二
に
春

平
侯

は
孝
成

王

の

一
代
前
恵

文
王

の
相

邦
で
あ

る
と

い
う

案

、
そ
し

て
黄
氏
が
最
終
的

に
採
用
し
た
案

(本
論
参

照
)
、

の
三

つ
の
可
能
性
を

提
示
し
た
。

(24
)

張
氏
前
掲
論
文

五
七
、

五
八
頁
。

(25
)

呉
雅
芝
氏
前
掲

「戦

国
三
晋
銅
器
研
究
」

五

一
一
～
五

一
五
頁
。

(26
)

黄

氏
前
掲

「三
晋
兵
器

」

↓
九
頁
注

二
。

(27
)

黄

氏
前
掲

「関

干
加
掌
大
多

倫
多

市
安
大
略
博
物
館

所
蔵
三
晋
丘
ハ器
」
五
七

～
六
三
頁
。



(
28
)

高
明

『
中
国
古
文
字
学

通
論
』
北

京
大
学
出
版
社
、

一
九
九

六
年

、
四
三
七
～
四
四

一
頁
。

(29
)

林
清
源

「
戦
国
、
冶
"
字
異
形
的

衛
生

与
制
約
及
其
区
域
特
徴
」
陳
勝

長
主
編

『
第

二
届
国
際
中

国
古
文
字
学
研
討
会
論
文
集

(続

編
)』

問
学
社
有

限

公
司
、

一
九
九
五
年
、
三
三

三
～
三
七
四
頁
。

(
30
)

蘇
輝

『
秦

・
三
晋
紀
年
兵
器
研
究
』
中

国
社
会
科
学
院
研
究
生
院

碩
士
学

位
論
文
、

二
〇
〇

二
年

(
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
)

=
二
頁
。

(
31
)

秦

の
左
右

丞
相
制
に

つ
い
て
は
、
『
史

記
』
巻

五
秦
本
紀

「
(武

王
)

二
年

(前
三
〇
九
)
、
初

め
て
丞
相

を
置
き
、
樗
里
疾

・
甘
茂

、
左

右
丞
相
と
為

る
」

と
あ
り
、
『
史

記
』
巻

六
秦

始
皇
本
紀

「
(
琅
邪
台
刻

石
)
丞
相
院

林

・
丞
相

王
縮
」
と
あ

り
、
同

「
(始

皇
)
三
十

七
年
十
月
癸

丑
、

始
皇
出
游

す
。
左

丞
相
斯
従

い
、
右

丞
相
去
疾
守

る
」

と
あ
る
。
始
皇
帝

は
武
王
創
置

の
と
き

と
同
じ
く
左
右

二
丞
相
制

を
と
り
、
相
国

は
お
か
な

っ
た
と

い
う

(鎌

田
前
掲
論

文

↓
七
五
頁
参
照
)
。

(
32
)

『
古
文
字
研
究
』
第

七
輯
、

一
九

八
二
年
。
後
、
李
学
勤

『
新

出
青
銅
器
研
究

』
文
物
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
所
収
。
o

説

の
提
出

に
よ
り
、
韓
国

兵
器

と
す
る

旧
説

は
修

正
さ
れ

た
よ
う

で
あ

る

(旧
説

に

つ
い
て

は
本
節
⑩

に
お

い
て
後
述
す

る
)
。

ま
た
、

⑬
説

の
張
瑛
氏
論

文
執
筆

に
あ
た
り
、

李
氏

は
意

見
を
求
め
ら

れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、

李
氏
自
身

は
十
五
年

・
十
七
年
春
平
侯

監
造

兵
器

の
す

べ
て
を
偽

器
と
す
る
考
え

で
は
な

い
よ
う
で
あ

る
。

(
33
)

江
村
治
樹

「
イ
ギ

リ

ス
博
物
館
所

見
の
中

国
古
代
青

銅
武
器
」
『
名
古
屋
大
学

東
洋
史
研
究
報
告
』

一
七
、

一
九
九
三
年
、
七
六
～
七
七
頁
。

(
34
)

李
学
勤

「十

七
年
春

平
侯
鍍
」
『
四
海

尋
珍
』

清
華
大
学
出
版
社
、

↓
九

九
八
年
、
九
三
～
九
七
頁
。

(
35
)

李
氏
前
掲

「鍍

(両
件
)
」

二
七

五
頁
。

(
36
)

呉
氏
前
掲

「趙

十
六
年
守
相
信
平
君
鍍
考
」

四

一
一
～
四

一
二
頁
。

(
37
)

表
三

は
董

珊

「論
春

平
侯
及
其
相
関
問
題

(提
綱
ご

中
国
古
文
字
研
究
会
第

十
四
次
年
会
論
文
、

二
〇
〇

四
年
よ
り
転
載
。
同
題

の
全
文

に
相

当
す

る
と
考

え
ら
れ
る
論
考

は

『
戦

国
題
銘
与

工
官

制
度

研
究
-

附
論
新
見
銅

器
和
楚
簡
』

(博
士
後
報
告

、
北
京
大
学

、

二
〇
〇

四
年
、
中
国

国
家

図
書

館
所
蔵
)

に
収
録
さ
れ

る
。

呉
振
武
氏

の
見
解

は

「
(報
告
提
綱
)
趙

国
丘
ハ器
銘
文
中
所

見
的
相

邦
與
守
相
」

(台
北
中

央
研
究
院
歴
史
語
言

研
究

所
、

二
〇
〇
〇

年
七
月
六

日
)
参
照
。

呉
氏

の
報
告
提

綱
は
同
氏

よ
り
提
供

を
受
け
た
。
感
謝

の
意

を
記
し
た

い
。
ま

た
董

珊
氏

の
前
掲
提
綱
と

呉
振
武
氏



の
い
く

つ
か
の
論
文

に

つ
い
て
は
崎
川
隆
氏

(吉
林
大
学
)

よ
り
提
供
を
受
け
た
。
あ
わ

せ
て
感
謝

の
意

を
記
し
た

い
。

(38
)

近
年

「王
立
事
」
兵
器

に
関
連

し
て
は
、
新

し

い
研
究
成
果
が
あ

っ
た
。

一
九
七
五
年
山
西
省
臨
県
奮

頭
村

か
ら

「王
何
立
事
目
工
冶
叢

所
教
馬
重
為

【
正
】
宜
安

【
背
】
」

の
銘
を

も

つ
銅
父
が

出
土
し

て
い
た
が
、
本
器

の

「王
何
」

は
武
霊

王
の
子

の
恵
文

王
何

と
さ
れ
、
報

告
者

の
陶

正
剛
氏
は
恵

文

王
が
武
霊
王
よ
り

「伝

国
」
さ
れ

る
前

二
九
九
か
ら
恵
文

王

の
死
去
年

で
あ

る
前

二
六
六
年

の
も

の
と
述

べ
て

い
た
。
今
回
、
董

珊
氏
は

『
集
成
』

(
　

)
所
収

の
新

釈

「
二
年
、
宝

(主
)
父
攻

(
工
)

正
明

(?
)
我

口
、
左

工
師

郁
許
、
馬
重
丹
所
為

」

(
「主
父
」
と

は
武

霊
王
が
王
位
を

譲

っ
て
か
ら
の
呼
称
)
を
示
し
た
上

で
、

「王
何
立
事
」
を
武
霊

王
二
十
七
年

(前
二
九
九
)
五
月
戊
申

の
伝
国

以
後

、
翌
年
改

元
ま
で

の
時
間
と

し
、

踰
年

称

元
法

と

の
関
係
を
指
摘

し
て
い
る

(董

珊

「
二
年
主

父
業
与

王
何
立
事
犬

考
」
『
文
物
』

二
〇
〇

四
年

第
八
期
)
。

(
39
)

前
掲
注

二
の
両
氏

の
研
究
を
参
照
。

(
40
)

文
物
出
版
社
、

一
九
九
五
年
。

(
41
)

呉
氏
前
掲

「趙

十
六
年
守
相
信
平
君
鍍
考

」
四
〇

一
～
四
〇

二
頁
。

(
42
)

趙

世
家
は
孝
成

王
十
五
年

に
廉
頗

を

「相

国
」
と
し
、
廉
頗
列
伝

は
同
年
に
廉
頗

を

「仮
相
国
」
と
す

る
。

通
説
的

に
は
、

(
46
)
～

(
49
)
の

「守

相

杢
波
」

を
基

礎
に
、
廉
頗

列
伝

の

「仮
相

国
」
が
正
し

い
と
考
え

る
。

(25
)
(
26
)
の

「十

五
年
春

平
侯
」

の
存
否

は
は

っ
き
り
し
な

い
が
、
孝
成

王
十

五
年

の
相
邦

は
春

平
侯
、
守
相
は
廉
頗
と

い
う

の
が

一
般
的
な
理
解
だ
ろ
う
。

(
43
)

黄
氏
前
掲

「
三
晋

兵
器
」

二
四
頁
。

(
44
)

李
学
勤
氏
前
掲

「戦

国
題
銘
概
述

(中
)
」
六
〇
頁
。

(
45
)

呉
氏
前
掲

「趙

十
六
年
守
相
信
平
君
鍍
考

」
四
〇
七
～
四
〇
八
頁
。

(
46
)

黄
氏
前
掲

「『
教

(捷

)斎

(斉

)
』
及
其
和
丘
ハ
器
鋳

造
関
係
新

考
」

二
五
七
頁
。

(
47
)

李
氏
前
掲

『
新

出
青
銅

器
研
究
』

二
二
三
頁
。

(
48
)

呉
氏
前
掲

「趙
武
裏

君
鍍
考

」

一
一
四
頁
。

(
49
)

拙
稿

「
〈大
会
報
告

要
旨
〉
趙
国

兵
器

の
基
礎
的
考

察
-

相
邦

・
守
相

関
連
兵
器

の
編
年

を
中
心
に
ー
」
『
学

習
院
史
学
』
第

四
三
号
、

二
〇
〇

五
年



略
称

一
覧

周
金

獅
安

『
周
金
文
存
』

六
巻

、

一
九

一
六
年

貞
松

羅
振
玉

『
貞
松
堂
集
古
遺

文
』

一
六
巻
補
遺

三
巻
、

一
九
三

一
年

小
校

劉
体
智

『
小
校
経

閣
金

文
拓
本
』

一
八
巻
、

一
九

三
五
年

三
代

羅
振
玉

『
三
代
吉
金

文
存
』
二
〇
巻
、

一
九

三
七
年

録
遺

干
省
吾

『
商
周
金

文
録
遺
』

一
九
五
七
年

集
成

中
国
社
会
科
学
院
考
古

研
究
所
編

『
股
周
金
文
集
成
』

一
七

・

一
八
、
中
華
書

局
、

一
九
九
二
年

・
一
九
九

四
年

三
月
、

】
八
六
～

一
八
七
頁
。

(50
)

八
年

の
紀

年
を
も

つ
春
平
侯
監
造

兵
器

(本
稿

22
番
)

は
現
在

の
と

こ
ろ
取
り
上
げ
な

い
の
が
安

全
だ
ろ
う
。
な
お
、
『
史

記
』

の
六
国
年
表
と
楊
氏

前
掲

『
戦

国
史

料
編
年
輯
証
』

は
、

王
遷
八
年

(前

二
三

八
)

ま
で
、
と
な

っ
て
い
る
。

(
51
)

管
見

の
限

り
、

李
学
勤
氏
自
身

は

「
二
相
邦

制
」
と

い
う
表
現
を
使
用

し
て

い
な

い
。
氏

に
と

っ
て
は
あ
く

ま
で
資
料
を
整

理
し
た
結

果
、
悼
裏

王

期

(
と
く
に

元
年

・
三
年

・
四
年

・
八
年
)
に
建
信
君

・
春

平
侯
と

い
う

二
人
の
相

邦
が
同
時

に
存
在
す

る

こ
と
に
な

っ
た
、

と

い
う
事
実

の
提

示
に

留

ま
る
も

の
と
推
察
す

る
。

(
52
)

鎌

田
前

掲
論
文

一
七
三
頁
。

(
53
)

こ
う
し
た
編
年
案
は
、
通
説

と
な

っ
て

い
た
黄
盛
璋
氏

の
見
解

や
そ

の
案
に
従

っ
た
楊
寛

『
戦

国
史
』
・
沈
長
雲
等

『
趙

国
史

稿
』

と
も
異
な
り
、
ま

た

二
相
邦
制
を
採

用
し
た
と
判
断

で
き
る
李
学
勤
氏

の
見
解

と
も
異
な

る
。
今

後
、
戦
国
後
期

の
趙

国
政

治
は
再
検
討
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。


